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実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（
一
）
小
早
川
義
則
一
は
じ
め
に
二
ア
メ
リ
カ
法
の
概
要
１
合
衆
国
憲
法
成
立
小
史
２
憲
法
修
正
条
項
（
権
利
の
章
典
）
３
第
一
四
修
正
の
登
場
４
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
三
各
修
正
条
項
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
１
権
利
の
章
典
と
編
入
理
論

ブ
レ
ナ
ン
講
演
記
録

ブ
ラ
ッ
ク
対
ハ
ー
ラ
ン

論
争
の
意
義
２
第
四
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

第
四
修
正
と
日
本
法

排
除
法
則
の
展
開
( 1 )
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( 2 )

排
除
法
則
と
毒
樹
の
果
実
３
第
五
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

第
五
修
正
と
日
本
法

被
疑
者
取
調
べ
と
黙
秘
権

憲
法
と
ミ
ラ
ン
ダ
４
第
六
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

第
六
修
正
と
日
本
法

証
人
審
問
権
と
伝
聞
法
則

弁
護
人
依
頼
権

不
適
切
、
不
効
果
弁
護
５
第
八
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

第
八
修
正
と
日
本
法

死
刑
の
合
憲
性

品
性
の
発
展
的
基
準

精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
６
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
登
場
、
幕
引
き
四
主
要
判
例
１
ロ
ヒ
ナ
ー
最
高
労
働
時
間
制
限
法
違
憲
判
決
（
一
九
〇
五
年
）
２
ミ
ュ
ラ
ー
女
性
洗
濯
作
業
場
労
働
時
間
制
限
法
合
憲
判
決(
一
九
〇
八
年)
３
パ
リ
ッ
シ
ュ
女
性
最
低
賃
金
法
合
憲
判
決
（
一
九
三
七
年
）
以
上
、
本
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一は
じ
め
に
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
施
行
の
現
行
刑
事
訴
訟
法
は
、
新
し
い
日
本
国
憲
法
を
受
け
て
全
面
改
正
さ
れ
た
唯
一
の
基
本
法
で
あ
り
、
憲
法
と
の
か
か
わ
り
が
と
り
わ
け
濃
厚
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
三
一
条
以
下
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
規
定
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
な
い
し
第
六
修
正
お
よ
び
第
八
修
正
の
人
権
規
定
に
由
来
し
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
が
こ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
人
身
の
自
由
に
関
す
る
個
別
規
定
を
具
体
化
し
英
米
法
的
手
続
の
枠
組
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
制
定
経
緯
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
か
ら
わ
が
法
の
解
釈
に
資
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
の
乏
し
か
っ
た
英
米
法
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
法
の
研
究
が
精
力
的
に
推
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
故
田
宮
裕
教
授
を
い
わ
ば
旗
手
と
す
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
論
の
展
開
で
あ
る
。
田
宮
教
授
は
「
憲
法
的
刑
事
訴
訟
、
司
法
の
法
形
成
過
程
、
実
質
的
当
事
者
主
義
の
三
つ
が
三
位
一
体
的
に
重
な
り
合
っ
た
も
の
を
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
名
付
け
た
」
(
１)
が
、
合
衆
国
最
高
裁
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
（
一
九
五
三
―
六
九
年
）
下
の
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
(
d
u
e
p
ro
ce
ss
re
v
o
lu
tio
n)
」
に
示
唆
を
得
た
立
論
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
現
行
刑
事
訴
訟
法
が
合
衆
国
憲
法
に
由
来
す
る
人
身
の
自
由
に
関
す
る
憲
法
上
の
諸
規
定
を
具
体
化
し
た
「
憲
法
的
刑
事
手
続
(
co
n
stitu
-
tio
n
al
crim
in
al
p
ro
ce
d
u
re)
」
で
あ
る
以
上
、
合
衆
国
最
高
裁
の
憲
法
解
釈
に
照
ら
し
、
わ
が
国
の
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を
洗
い
直
す
作
業
は
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
、
筆
者
も
及
ば
ず
な
が
ら
も
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
か
か
わ
る
一
連
の
習
作
を
も
の
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
(
２)
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( 3 )
五
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
復
活
六
関
連
判
例
の
検
討
七
む
す
び
と
し
て
と
こ
ろ
で
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（d
u
e
p
ro
ce
ss
）
と
は
適
正
な
（d
u
e
）
手
続
（p
ro
ce
ss
）
を
意
味
す
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
（d
u
e
p
ro
ce
ss
clau
se
）
を
実
体
面
に
お
い
て
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
拡
張
解
釈
し
、
数
多
く
の
社
会
経
済
立
法
を
私
有
財
産
権
や

契
約
の
自
由

に
反
す
る
違
憲
立
法
で
あ
る
と
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
三
七
年
の
「
憲
法
革
命
」
以
降
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
自
由
に
関
す
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（su
b
stan
tiv
e
d
u
e
p
ro
ce
ss
）
を
放
棄
す
る
が
、
一
九
七
三
年
の
ロ
ウ
判
決
（
後
述
）
に
お
い
て
こ
れ
を
復
活
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
判
決
は
女
性
の
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
決
定
権
を
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
し
て
承
認
し
、
こ
れ
を
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

自
由

に
含
ま
れ
る
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
何
人
も
「
法
の
適
正
な
手
続
な
し
に
は
、
生
命
、
自
由
、
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
手
続
的
保
障
で
あ
る
の
は
自
明
で
あ
る
と
し
て
反
対
す
る
見
解
も
(
３)
根
強
い
が
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
論
は
ア
メ
リ
カ
法
に
定
着
し
、
手
続
の
適
正
な
い
し
公
正
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
、
良
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
義
の
感
覚
に
違
背
す
る
よ
う
な
訴
追
側
の
行
為
は
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
判
例
上
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
一
連
の
旧
稿
を
整
理
し
た
後
、
新
た
に
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
法
の
動
向
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
強
制
採
尿
の
適
法
性
を
肯
定
し
た
一
九
八
〇
年
の
最
高
裁
決
定
に
(
４)
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
法
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
(
５)
わ
が
最
高
裁
は
強
制
採
尿
を
是
認
す
る
た
め
の
手
続
の
合
理
性
の
要
件
を
明
示
し
た
に
と
ど
ま
り
、
強
制
採
尿
自
体
の
合
理
性
、
す
な
わ
ち
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
右
最
高
裁
の
決
定
に
つ
い
て
「
ア
メ
リ
カ
法
か
ら
基
本
的
に
逸
脱
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
(
６)
と
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
論
の
全
体
的
把
握
の
た
め
に
は
も
と
よ
り
、
改
め
て
憲
法
三
一
条
の
観
点
か
ら
強
制
採
尿
自
体
の
合
憲
性
を
検
討
す
る
上
で
も
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
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二ア
メ
リ
カ
法
の
概
観
わ
が
法
が
ア
メ
リ
カ
法
の
強
い
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
現
行
法
制
定
当
時
に
お
い
て
は
刑
事
手
続
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
法
そ
れ
自
体
の
輪
郭
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
。
明
確
な
ア
メ
リ
カ
法
が
形
成
さ
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
こ
と
で
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
積
極
的
に
活
用
し
た
合
衆
国
最
高
裁
の
憲
法
解
釈
を
介
し
て
、
連
邦
と
州
と
を
通
じ
た
統
一
的
な
ア
メ
リ
カ
法
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
と
り
あ
え
ず
合
衆
国
憲
法
の
成
立
か
ら
第
一
四
修
正
の
登
場
を
経
て
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
」
に
至
る
展
開
過
程
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
１
合
衆
国
憲
法
成
立
小
史
巡
礼
始
祖
(
th
e
P
ilg
rim
F
ath
e
rs)
と
い
わ
れ
る
分
離
派
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
一
団
が
英
国
で
の
宗
教
的
迫
害
を
逃
れ
て
三
本
マ
ス
ト
の
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
(
M
ay
flo
w
e
r)
で
大
西
洋
を
横
断
し
一
六
二
〇
年
一
二
月
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
の
ボ
ス
ト
ン
近
郊
プ
リ
マ
ス
(
P
ly
m
o
u
th)
に
到
着
し
た
。
乗
客
と
船
員
等
あ
わ
せ
て
一
〇
二
名
い
た
が
、
翌
春
ま
で
に
そ
の
半
数
は
飢
え
と
寒
さ
の
た
め
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
間
も
な
く
プ
リ
マ
ス
植
民
地
を
建
設
し
、
一
六
九
一
年
に
は
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
植
民
地
に
合
併
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
で
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
植
民
地
と
と
も
に
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
右
二
植
民
地
を
含
む
英
領
一
三
植
民
地
は
、
一
七
七
三
年
の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
(
B
o
sto
n
T
e
a
P
arty)
な
ど
を
経
て
一
七
七
六
年
七
月
四
日
、
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
起
草
し
た
独
立
宣
言
書
を
公
布
し
、
一
七
八
三
年
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
達
成
し
た
。
そ
し
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
憲
法
制
定
会
議
の
討
議
等
を
経
て
一
七
八
八
年
六
月
、
所
定
の
九
州
の
承
認
を
得
て
合
衆
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( 5 )
国
憲
法
が
制
定
施
行
さ
れ
、
翌
一
七
八
九
年
四
月
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
代
大
統
領
に
就
任
し
、
合
衆
国
政
府
が
発
足
し
た
。
右
憲
法
制
定
時
に
い
わ
ゆ
る
権
利
の
章
典
規
定
を
明
示
す
る
か
に
つ
き
争
い
が
あ
り
、
第
一
修
正
な
い
し
第
一
〇
修
正
の
諸
規
定
は
一
七
九
一
年
に
憲
法
修
正
と
し
て
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
当
初
の
い
わ
ゆ
る
憲
法
修
正
条
項
一
〇
箇
条
で
あ
り
、
権
利
の
章
典
（B
ill
o
f
R
ig
h
ts
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
市
民
（
南
北
）
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
一
八
六
五
年
か
ら
一
八
七
〇
年
に
か
け
て
第
一
三
修
正
な
い
し
第
一
五
修
正
の
市
民
戦
争
修
正
条
項
（C
iv
il
W
ar
A
m
e
n
d
m
e
n
ts
）
が
成
立
す
る
。
一
八
六
八
年
成
立
の
第
一
四
修
正
は
「
い
か
な
る
州
も
、
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
（w
ith
o
u
t
d
u
e
p
ro
ce
ss
o
f
law
)
、
人
の
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ
の
管
轄
内
に
あ
る
何
人
に
対
し
て
も
法
の
平
等
な
保
護
（th
e
e
q
u
al
p
ro
te
ctio
n
o
f
th
e
law
s
）
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
お
よ
び
平
等
条
項
は
、
第
一
三
修
正
（
奴
隷
制
度
廃
止
）
お
よ
び
第
一
五
修
正
（
黒
人
へ
の
選
挙
権
の
保
障
）
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
人
権
保
障
の
促
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
２
憲
法
修
正
条
項
（
権
利
の
章
典
）
合
衆
国
憲
法
は
、
現
存
の
世
界
最
古
の
成
文
憲
法
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
然
に
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
、
合
衆
国
憲
法
第
五
条
は
「
連
邦
議
会
は
、
両
議
院
の
三
分
の
二
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
憲
法
に
対
す
る
修
正
を
発
議
し
、
ま
た
は
各
州
中
三
分
の
二
の
議
会
の
要
請
あ
る
と
き
は
、
修
正
発
議
を
目
的
と
す
る
憲
法
会
議
（C
o
n
v
e
n
tio
n
）
を
召
喚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
修
正
は
、
四
分
の
三
の
州
議
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
四
分
の
三
の
州
に
お
け
る
憲
法
会
議
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
完
全
に
、
こ
の
憲
法
の
一
部
と
し
て
効
力
を
有
す
る
」
と
定
め
る
。
要
す
る
に
、
憲
法
の
本
文
に
は
一
切
触
れ
ず
、
不
適
切
、
不
十
分
な
部
分
は
憲
法
の
修
正
（A
m
e
n
tm
e
n
ts
）
と
し
て
順
次
追
加
し
て
改
め
る
と
い
う
興
味
深
い
方
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
一
九
一
九
年
成
立
の
第
一
八
修
正
（
禁
酒
法
）
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は
一
九
三
三
年
の
第
二
一
修
正
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
憲
法
の
修
正
は
各
州
の
四
分
の
三
以
上
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
の
が
「
法
の
下
に
お
け
る
権
利
の
平
等
は
、
性
を
理
由
に
し
て
否
定
ま
た
は
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
男
女
の
完
全
平
等
を
定
め
た
第
二
七
修
正
案
の
挫
折
で
あ
る
。
そ
の
た
め
具
体
的
な
憲
法
事
件
に
お
い
て
、
憲
法
の
意
味
内
容
を
宣
明
す
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
役
割
が
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。
合
衆
国
最
高
裁
の
憲
法
解
釈
の
あ
り
方
自
体
、
絶
え
ず
激
し
い
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
が
、
最
高
裁
が
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
そ
の
時
々
の
状
況
に
即
し
て
憲
法
原
理
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
末
の
合
衆
国
憲
法
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
今
日
ま
で
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
法
の
生
成
発
展
の
源
泉
は
合
衆
国
最
高
裁
の
憲
法
解
釈
に
あ
り
、
そ
の
徹
底
的
分
析
の
必
要
不
可
欠
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
３
第
一
四
修
正
の
登
場
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
規
定
は
市
民
（
南
北
）
戦
争
を
契
機
と
し
て
一
八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
に
制
定
付
加
さ
れ
た
。
一
七
八
八
年
の
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
は
「
何
人
も
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
規
定
し
、
何
人
に
対
し
て
も
い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
保
障
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
連
邦
政
府
へ
の
規
制
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
州
政
府
を
も
規
制
す
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
そ
の
後
も
従
前
の
連
邦
主
義
の
観
念
に
固
執
し
、
州
の
刑
事
司
法
へ
の
合
衆
国
憲
法
に
よ
る
介
入
を
認
め
ず
、
ほ
ぼ
六
〇
年
間
に
わ
た
り
州
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
申
立
て
を
す
べ
て
退
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

石
器
時
代

の
幕
引
き
の
先
駆
け
と
な
り
、
現
代
の
憲
法
的
刑
事
手
続
法
（th
e
m
o
d
e
rn
law
o
f
co
n
stitu
tio
n
al
crim
in
al
p
ro
ce
d
u
re
）
の
到
来
を
告
げ
た
の
が
「
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
州
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
弁
護
人
依
頼
権
を
含
む
と
解
し
た
」
一
九
三
二
年
の
パ
ウ
エ
ル
判
決
（P
o
w
e
ll
v
.
A
lab
am
a,
2
8
7
U
.S
.
4
5
）
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
人
身
の
自
由
に
関
す
る
日
本
国
憲
法
三
一
条
な
い
し
四
〇
条
の
規
定
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
な
い
し
第
六
修
正
お
よ
び
第
八
修
正
で
あ
る
。
ま
ず
第
四
修
正
は
、
不
合
理
な
捜
索
、
押
収
の
禁
止
と
令
状
主
義
を
定
め
、
第
五
修
正
は
、
二
重
処
罰
の
禁
止
、
不
利
益
供
述
強
要
の
禁
止
お
よ
び
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
保
障
を
明
記
す
る
、
そ
し
て
第
六
修
正
は
、
公
平
な
陪
審
に
よ
る
迅
速
な
公
開
裁
判
、
証
人
審
問
権
、
弁
護
人
依
頼
権
な
ど
を
保
障
し
、
第
八
修
正
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
禁
止
し
て
い
る
。
右
各
修
正
条
項
を
含
め
た
権
利
の
章
典
の
規
定
を
中
心
に
合
衆
国
憲
法
修
正
条
項
を
一
部
原
文
と
と
も
に
次
頁
に
見
開
き
で
掲
記
し
て
お
い
た
の
で
、
(
８)
日
本
国
憲
法
と
対
比
さ
れ
た
い
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
日
本
国
憲
法
三
一
条
以
下
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
規
定
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
条
項
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
現
行
刑
事
訴
訟
法
と
憲
法
と
の
濃
厚
な
か
か
わ
り
は
否
定
で
き
ず
、
憲
法
的
刑
事
訴
訟
法
が
こ
こ
に
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
で
の
憲
法
的
刑
事
訴
訟
法
は
、
合
衆
国
最
高
裁
が
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
憲
法
上
の
権
利
章
典
を
州
へ
直
接
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
開
花
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
と
は
や
や
事
情
を
異
に
す
る
こ
と
は
押
え
て
お
き
た
い
。
４
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
合
衆
国
最
高
裁
は
、
一
九
三
二
年
の
前
出
パ
ウ
エ
ル
判
決
で
は
「
第
六
修
正
の
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
は
、
少
な
く
と
も
死
刑
事
件
に
お
い
て
は
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
保
障
す
る
基
本
的
権
利
の
一
つ
」
で
あ
る
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
一
九
六
三
年
の
ギ
デ
オ
ン
判
決
で
(
９)
、
す
べ
て
の
重
罪
事
件
の
被
告
人
へ
の
国
選
弁
護
人
選
任
権
の
保
障
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
は
他
方
、
一
九
六
一
年
の
マ
ッ
プ
判
決
で
(
)
、
連
邦
法
上
の
一
九
一
四
年
の
ウ
ィ
ー
ク
ス
の
排
除
法
則
は
「
憲
法
に
淵
源
を
有
し
、
第
四
修
正
の
本
質
的
要
素
を
構
成
す
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
連
邦
の
排
除
法
則
も
ま
た
「
各
州
に
強
要
で
き
る
」
と
し
、
一
九
六
四
年
の
マ
ロ
イ
判
決
で
(
)
、
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
は
デ
ュ
ー
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・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
を
も
拘
束
す
る
旨
判
示
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
五
年
の
ポ
イ
ン
タ
ー
判
決
で
(
)
、
第
六
修
正
の
自
己
に
不
利
な
証
人
と
の
対
決
を
保
障
す
る
対
審
条
項
は
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
や
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
と
同
様
に
「
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、
第
一
四
修
正
を
介
し
て
州
を
も
拘
束
す
る
」
と
し
、
一
九
六
七
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
判
決
で
(
)
、
第
六
修
正
の
自
己
に
有
利
な
証
人
の
強
制
的
喚
問
を
保
障
す
る
手
続
条
項
も
同
様
に
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
を
も
拘
束
す
る
旨
判
示
し
た
。
第
六
修
正
の
公
開
、
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
、
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
六
八
年
に
か
け
て
の
各
判
決
で
(
)
、
い
ず
れ
も
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
五
修
正
の
二
重
の
危
険
に
つ
い
て
は
一
九
六
九
年
の
ベ
ン
ト
ン
判
決
で
(
)
、
第
八
修
正
の
残
虐
な
刑
罰
の
禁
止
規
定
に
つ
い
て
は
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
で
(
)
、
い
ず
れ
も
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
六
〇
年
代
に
、
わ
が
憲
法
三
一
条
に
相
当
す
る
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
活
用
し
、
第
五
修
正
の
大
陪
審
に
よ
り
起
訴
さ
れ
る
権
利
を
除
き
、
権
利
の
章
典
に
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
権
利
の
州
へ
の
適
用
を
肯
定
し
、
ま
さ
に
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極
的
な
展
開
を
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
権
利
の
章
典
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
編
入
理
論
（in
co
rp
o
ratio
n
th
e
o
ry
）
と
選
択
的
吸
収
理
論
（se
le
ctiv
e
ab
so
rp
tio
n
th
e
o
ry
）
と
の
争
い
が
あ
っ
た
が
、
も
は
や
両
者
に
実
質
的
差
異
は
な
い
。
第
四
修
正
の
不
合
理
な
捜
索
逮
捕
・
押
収
の
禁
止
、
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
、
そ
し
て
第
六
修
正
の
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
な
ど
合
衆
国
憲
法
修
正
条
項
の
定
め
る
諸
権
利
は
す
べ
て
州
に
も
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
各
州
は
合
衆
国
最
高
裁
の
憲
法
解
釈
に
最
小
限
拘
束
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
限
度
で
刑
事
手
続
に
関
す
る
統
一
的
な
ア
メ
リ
カ
法
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
わ
が
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
憲
法
的
刑
事
訴
訟
法
」
の
萌
芽
は
一
九
三
二
年
の
パ
ウ
エ
ル
判
決
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
見
事
に
開
花
し
た
の
は
一
九
六
六
年
の
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
に
代
表
さ
れ
る
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
下
の
こ
実体的デュー・プロセス（一）110
( 9 )
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と
で
あ
り
、
わ
が
法
が
制
定
施
行
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
憲
法
と
の
か
か
わ
り
が
必
ず
し
も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
憲
法
的
刑
事
訴
訟
法
の
開
花
は
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
活
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
と
や
や
事
情
を
異
に
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
保
障
を
中
核
と
し
た
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
動
向
が
わ
が
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
近
時
、
被
疑
者
国
選
弁
護
制
度
の
確
立
に
あ
わ
せ
て
、
有
罪
答
弁
取
引
や
刑
事
免
責
制
度
の
導
入
の
動
き
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
法
へ
の
新
た
な
接
近
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
．
ア
メ
リ
カ
法
で
は
い
ず
れ
の
制
度
に
つ
い
て
も
そ
の
合
憲
性
が
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
わ
が
最
高
裁
は
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
丸
紅
ル
ー
ト
上
告
審
判
決
に
(
)
お
い
て
、
憲
法
が
刑
事
免
責
制
度
の
導
入
を
「
否
定
し
て
い
る
も
の
と
ま
で
は
解
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
た
め
、
こ
の
点
を
め
ぐ
り
故
田
宮
裕
教
授
と
小
田
中
聰
樹
教
授
と
の
間
に
激
し
い
論
争
が
あ
る
。
(
)
両
者
の
争
い
は
立
法
論
以
前
の
憲
法
論
争
の
感
が
あ
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
の
合
憲
性
判
断
を
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
そ
の
ま
ま
日
本
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
る
争
い
で
も
あ
る
。
難
問
で
は
あ
る
が
、
憲
法
の
関
連
条
文
を
共
有
す
る
以
上
、
少
な
く
と
も
議
論
の
前
提
要
件
と
し
て
の
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
正
確
な
理
解
の
必
要
性
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
各
修
正
条
項
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
前
述
の
よ
う
に
今
日
に
お
い
て
は
、
大
陪
審
に
よ
り
起
訴
さ
れ
る
権
利
を
除
き
、
権
利
の
章
典
す
な
わ
ち
合
衆
国
憲
法
修
正
条
項
の
規
定
す
る
一
〇
箇
条
（
ま
た
は
論
者
に
よ
り
最
初
の
八
箇
条
）
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
具
体
的
内
容
と
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
全
米
を
通
じ
て
の
統
一
的
な
ア
メ
リ
カ
法
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
動
向
が
わ
が
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
早
く
か
ら
権
利
の
章
典
と
デ
ュ
ー
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・
プ
ロ
セ
ス
と
の
関
係
に
つ
き
い
わ
ゆ
る
全
面
的
編
入
な
い
し
吸
収
理
論
と
選
択
的
編
入
理
論
の
激
し
い
論
争
が
あ
っ
た
。
今
で
は
歴
史
的
事
実
に
す
ぎ
ず
実
益
に
乏
し
い
と
は
い
え
ア
メ
リ
カ
法
の
特
色
で
あ
る
連
邦
制
の
問
題
に
も
か
か
わ
る
だ
け
に
、
論
争
の
推
移
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
法
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
も
意
味
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
(
)
そ
こ
で
以
下
、
ひ
と
ま
ず
権
利
の
章
典
と
編
入
理
論
を
め
ぐ
る
議
論
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
後
に
改
め
て
わ
が
憲
法
と
の
か
か
わ
り
が
濃
厚
な
第
四
、
五
、
六
、
八
の
各
修
正
条
項
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
関
係
を
精
査
し
た
上
で
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
１
権
利
の
章
典
と
編
入
理
論
権
利
の
章
典
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
権
利
の
章
典
の
起
草
者
で
あ
っ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
を
記
念
し
て
一
九
六
一
年
三
月
二
五
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
ブ
レ
ナ
ン
合
衆
国
最
高
裁
判
事
の
講
演
記
録
が
分
か
り
や
す
い
。
以
下
、
こ
れ
に
よ
り
つ
つ
編
入
理
論
に
至
る
経
緯
を
概
観
し
た
後
、
編
入
理
論
の
主
張
者
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
最
高
裁
判
事
と
こ
れ
に
反
対
す
る
ハ
ー
ラ
ン
最
高
裁
判
事
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
く
。

ブ
レ
ナ
ン
講
演
記
録
一
七
七
六
年
の
独
立
宣
言
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
王
権
と
の
結
び
つ
き
を
断
ち
切
っ
た
旧
イ
ギ
リ
ス
領
東
部
一
三
州
植
民
地
は
、
当
初
の
各
固
有
の
主
権
を
取
り
戻
し
た
。
従
前
イ
ギ
リ
ス
領
植
民
地
で
あ
っ
た
各
州
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
権(
its
se
p
arate
so
v
e
re
ig
n
ty)
に
熱
狂
的
な
ま
で
の
誇
り
（fie
rce
p
rid
e
）
を
抱
い
て
お
り
、
連
合
を
形
成
し
た
も
の
の
、
各
州
の
至
高
の
特
権
（its
so
v
e
re
ig
n
p
re
ro
g
ativ
e
s
）
の
維
持
に
留
意
し
た
た
め
合
衆
国
（u
n
io
n
）
形
成
に
不
可
欠
な
権
限
は
ほ
と
ん
ど
放
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
連
合
規
約
（th
e
A
rticle
s
o
f
C
o
n
fe
d
e
ratio
n
）
の
下
で
の
、
そ
し
て
後
の
憲
法
の
下
で
の
合
衆
国
の
成
立
は
、
集
合
体
（m
ass
）
と
し
て
の
人
民
に
よ
っ
て
で
は
な
く
各
州
の
各
人
民
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
は
、
実体的デュー・プロセス（一）106
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各
州
お
よ
び
各
州
の
人
民
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
各
州
と
切
り
離
れ
た
人
民
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
各
州
は
各
州
人
民
が
合
衆
国
に
委
任
し
な
か
っ
た
各
州
固
有
の
主
権
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
色
は
、
連
邦
規
約
お
よ
び
合
衆
国
憲
法
に
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
憲
法
の
目
的
は
連
邦
規
約
を
改
善
し
、
各
州
の

よ
り
完
全
な
連
合
体
を
形
成
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
憲
法
制
定
者
（th
e
F
ram
e
rs’
）
の
目
的
は
、
各
州
が
個
別
的
に
ま
た
は
連
合
形
成
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
も
の
よ
り
も
連
邦
政
府
（n
atio
n
al
g
o
v
e
rn
m
e
n
t
）
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
確
保
で
き
る
目
的
達
成
に
必
要
な
至
高
の
権
限
を
連
邦
政
府
に
付
与
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
は
憲
法
に
列
挙
さ
れ
た
権
限
だ
け
を
行
使
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
っ
て
も
、
州
の
人
民
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
。
連
邦
政
府
は
各
州
の
主
権
お
よ
び
各
州
人
民
の
主
権
を
侵
害
し
か
ね
な
い
と
の
懸
念
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
連
邦
政
府
の
権
限
行
使
権
に
関
す
る
明
示
の
限
定
な
し
に
新
し
い
憲
法
を
批
准
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
権
利
の
章
典
の
由
来
（g
e
n
e
sis
）
で
あ
っ
た
。
(
)
最
初
の
一
〇
箇
条
の
各
修
正
条
項
が
各
州
人
民
が
州
の
政
府
に
対
し
保
持
し
て
い
た
主
権
へ
の
連
邦
政
府
に
よ
る
侵
害
か
ら
の
防
波
堤
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
州
政
府
に
よ
る
州
民
個
人
の
権
利
へ
の
侵
害
に
対
す
る
保
護
策
は
州
憲
法
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
各
州
政
府
と
連
邦
政
府
と
の
間
の
主
権
の
分
離
の
結
果
、
一
見
し
て
世
界
で
最
も
複
雑
な
政
府
（th
e
m
o
st
co
m
p
licate
d
g
o
v
e
rn
m
e
n
t
o
n
th
e
face
o
f
th
e
g
lo
b
e
）
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
権
力
分
立
の
適
切
な
維
持
は
、
連
邦
法
上
の
権
利
の
章
典
の
州
へ
の
適
用
が
考
慮
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
案
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
重
要
な
価
値
を
構
成
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
今
日
な
お
そ
の
よ
う
な
価
値
を
構
成
し
て
い
る
。
(
)
し
か
し
、
州
政
府
に
よ
る
州
人
民
へ
の
侵
害
に
対
す
る
制
限
を
一
部
憲
法
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
に
は
支
持
が
あ
っ
た
。
現
に
、
憲
法
起
草
者
は
憲
法
本
体
の
中
に
こ
の
種
の
制
限
を
置
い
て
い
る
。
す
べ
て
の
州
に
私
権
剥
奪
法
や
事
後
法
（an
y
b
ill
o
f
attain
d
e
r
o
r
e
x
p
o
st
facto
law
）
等
の
制
定
を
禁
止
す
る
合
衆
国
憲
法
一
条
一
〇
節
が
そ
の
例
で
あ
る
。
権
利
章
典
を
起
草
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
後
に
第
四
代
大
統
領
と
な
っ
た
）
は
当
初
、
一
七
箇
条
の
修
正
条
項
を
提
案
し
て
い
た
が
、
上
下
両
院
は
結
局
そ
の
一
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二
箇
条
に
つ
い
て
の
み
各
州
の
検
討
に
委
ね
、
そ
し
て
そ
の
一
二
箇
条
の
う
ち
の
最
後
の
一
〇
箇
条
だ
け
が
批
准
さ
れ
て
最
初
の
修
正
条
項
に
な
っ
た
。
(
)
合
衆
国
最
高
裁
は
、
権
利
の
章
典
の
州
へ
の
適
用
が
初
め
て
問
題
と
な
っ
た
一
八
三
三
年
の
判
決
で
「
権
利
の
章
典
は
州
に
対
し
て
は
機
能
せ
ず
、
連
邦
権
限
に
対
し
て
の
み
機
能
す
る
」
と
判
示
し
、
そ
の
後
二
五
年
に
わ
た
り
こ
の
こ
と
を
再
確
認
し
て
き
た
。
そ
し
て
各
州
も
次
第
に
、
権
利
の
章
典
を
採
用
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
連
邦
の
手
本
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
州
の
権
限
濫
用
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
保
護
の
要
求
の
問
題
が
生
じ
た
の
は
市
民(
南
北)
戦
争
後
の
こ
と
で
あ
る
。
従
前
の
連
合
各
州
は
白
人
男
性
に
対
し
州
憲
法
や
法
律
で
保
障
さ
れ
て
い
る
生
命
、
自
由
、
お
よ
び
財
産
に
対
す
る
保
護
を
自
由
民
（fre
e
d
m
e
n
）
に
否
定
し
て
い
る
と
し
て
非
難
さ
れ
、
議
会
に
よ
る
救
済
立
法
の
合
憲
性
は
疑
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
議
会
の
権
限
の
問
題
点
を
除
去
す
る
た
め
に
憲
法
上
の
修
正
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
修
正
提
案
が
第
一
四
修
正
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
議
会
の
内
外
で
繰
り
返
し
繰
り
返
し
な
さ
れ
た
反
対
者
の
最
も
有
力
な
主
張
は
、「
憲
法
制
定
者
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
（
国
家
）
構
造
の
要
と
し
て
州
に
留
保
さ
れ
た
至
高
の
権
限
（so
v
e
re
ig
n
p
o
w
e
rs
）
が
連
邦
政
府
に
移
転
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
反
対
者
は
第
一
四
修
正
の
採
用
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
反
対
は
完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
た
（v
an
ish
e
d
）
の
で
は
な
い
。
合
衆
国
最
高
裁
は
、
第
一
四
修
正
の
制
約
に
よ
っ
て
各
州
の
自
主
性
が
喪
失
す
る
と
の
彼
ら
の
懸
念
を
除
去
す
る
よ
う
な
方
法
で
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
解
釈
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
)
い
わ
ゆ
る

編
入
理
論
（in
co
rp
o
ratio
n
th
e
o
ry)

す
な
わ
ち
第
一
四
修
正
は
連
邦
法
上
の
権
利
の
章
典
の
す
べ
て
を
州
に
適
用
で
き
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
論
は
、
早
く
も
一
八
九
二
年
の
段
階
で
一
部
最
高
裁
判
事
か
ら
強
力
に
支
持
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
は
一
九
四
七
年
の
ア
ダ
ム
ソ
ン
判
決
に
お
け
る
有
名
な
反
対
意
見
（A
d
am
so
n
v
.
C
alifo
rn
ia,
3
3
2
U
.S
.
4
6
,
6
8
）
に
お
い
て
ブ
ラ
ッ
ク
裁
判
官
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
裁
判
官
は
、
歴
史
を
繙
け
ば
、
第
一
四
修
正
の
起
草
者
は
連
邦
上
の
権
利
の
章
典
を
そ
の
中
に
押
し
込
む
意
図
を
有
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
他
の
三
名
の
裁
判
官
は
こ
の
見
解
に
与
実体的デュー・プロセス（一）104
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し
た
が
、
最
高
裁
の
多
数
意
見
の
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
編
入
理
論
の
否
定
は
、
権
利
の
章
典
の
州
へ
の
適
用
に
対
す
る
第
一
四
修
正
の
門
戸
を
す
べ
て
閉
ざ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
高
裁
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
門
戸
を
開
放
し
、
そ
し
て
次
第
に
権
利
の
章
典
の
州
へ
の
適
用
を
承
認
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
)
以
上
が
、
ブ
レ
ナ
ン
講
演
の
要
旨
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
最
高
裁
判
事
は
一
九
六
〇
年
二
月
二
七
日
、
同
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
マ
デ
ィ
ソ
ン
記
念
と
し
て
の
初
回
講
演
を
行
い
、
従
前
の
見
解
を
主
張
し
て
い
る
。
一
六
三
七
年
の
星
室
裁
判
所
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
リ
ル
バ
ン
（Jo
h
n
L
ilb
u
rn
）
裁
判
を
取
り
上
げ
、
リ
ル
バ
ン
は
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
」
な
い
し
「
国
の
法｣
の
否
定
で
あ
る
と
し
て
有
罪
判
決
の
無
効
を
主
張
し
た
、
ま
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
寵
臣
で
あ
っ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
ー
リ
卿
は
不
公
正
な
裁
判
の
結
果
処
刑
さ
れ
た
な
ど
興
味
深
い
記
述
も
多
い
が
、
要
は
「
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
最
初
の
一
〇
箇
条
の
修
正
条
項
は
州
に
も
適
用
さ
れ
る
と
の
ア
ダ
ム
ソ
ン
判
決
で
の
反
対
意
見
を
な
お
維
持
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
(
)
ブ
ラ
ッ
ク
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
フ
ェ
ア
マ
ン
教
授
の
一
三
五
頁
に
及
ぶ
論
文
で
史
実
に
反
す
る
と
し
て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
た
が
、
(
)
こ
の
批
判
を
採
用
し
た
の
が
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
対
ハ
ー
ラ
ン
編
入
理
論
の
是
非
を
め
ぐ
る
争
い
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
も
続
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
六
八
年
の
ダ
ン
カ
ン
判
決
に
(
)
お
い
て
全
員
一
致
で
初
め
て
、
第
六
修
正
の
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
司
法
に
と
っ
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し
た
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
裁
判
官
は
か
ね
て
か
ら
の
見
解
を
同
調
補
足
意
見
に
お
い
て
詳
論
し
、
こ
れ
に
対
し
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
本
件
に
お
い
て
編
入
理
論
は
相
当
で
な
い
と
す
る
。
両
者
の
見
解
を
対
比
す
る
と
、
編
入
理
論
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
り
有
益
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
や
長
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
ブ
ラ
ッ
ク
裁
判
官
の
意
見
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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当
裁
判
所
は
本
日
、
第
六
修
正
の
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
、
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
州
の
被
告
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
判
示
し
た
。
法
廷
意
見
の
示
し
た
理
由
お
よ
び
ア
ダ
ム
ソ
ン
判
決
（
前
出
）
で
の
私
の
反
対
意
見
を
理
由
に
こ
の
判
示
に
同
意
す
る
。
私
は
右
反
対
意
見
に
お
い
て
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
判
決
（T
w
in
in
g
v
.
N
e
w
Je
rse
y
,
2
1
1
U
.S
.
7
8
）
と
は
異
な
り
、
権
利
の
章
典
の
す
べ
て
の
規
定
は
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
州
に
適
用
で
き
る
と
の
立
場
を
取
っ
た
。
当
裁
判
所
は
一
九
三
七
年
の
パ
ル
コ
判
決
（P
alk
o
v
.
C
o
n
n
e
cticu
t,
3
0
2
U
.S
.
3
7
9
,
3
2
3
）
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
な
一
般
的
ル
ー
ル
は
存
在
し
な
い

と
指
摘
し
な
が
ら
、
州
が
制
定
法
に
よ
っ
て
第
一
修
正
の
言
論
の
自
由
や
第
六
修
正
の
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
制
限
す
れ
ば
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
違
法
と
な
り
う
る
旨
付
加
し
、
さ
ら
に
権
利
の
章
典
の
中
に
は

編
入
の
手
続
に
よ
っ
て
（b
y
a
p
ro
ce
ss
o
f
ab
so
rp
tio
n
）
第
一
四
修
正
の
中
に

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
州
に
適
用
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
前
出
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
判
決
は
、
権
利
の
章
典
の
規
定
が
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
州
に
適
用
さ
れ
る
旨
判
示
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
が
、
パ
ル
コ
判
決
は
、

秩
序
あ
る
自
由
の
概
念
の
中
に
黙
示

さ
れ
て
い
る
権
利
の
章
典
は
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て

編
入
さ
れ
て
い
る

と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
州
に
も
適
用
さ
れ
る
権
利
の
章
典
の
中
に
は
、
本
日
判
決
さ
れ
た
陪
審
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
ほ
か
、
強
制
的
な
自
己
負
罪
拒
否
の
権
利
、
弁
護
人
依
頼
権
、
証
人
審
問
権
、
不
合
理
な
捜
索
・
押
収
を
受
け
な
い
権
利
等
が
あ
る
。
(
)
権
利
の
章
典
の
諸
規
定
を
州
に
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
判
決
は
す
べ
て
、
い
ず
れ
の
規
定
も
州
に
強
制
で
き
な
い
と
判
示
し
た
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
判
決
か
ら
の
逸
脱
（d
e
p
artu
re
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
に
お
け
る
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
い
ま
や
信
用
に
値
し
な
い
と
さ
れ
た
法
理
を
熱
烈
に
弁
護
す
る
。
ハ
ー
ラ
ン
反
対
意
見
は
、
他
の
反
対
者
と
同
様
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｃ
・
フ
ェ
ア
マ
ン
教
授
（P
ro
fe
sso
r
C
h
arle
F
airm
an
）
の
見
解
（
前
出
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
四
修
正
は
権
利
の
章
典
の
最
初
の
八
つ
の
修
正
条
項
を
州
に
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
私
見
に
は
、
全
く
疑
問
が
な
い
。
(
)
ハ
ー
ラ
ン
反
対
意
見
は
、
要
す
る
に

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
発
展
中
の
概
念
（an
e
v
o
lv
in
g
co
n
ce
p
t)

で
あ
る
か
ら
、

裁
判
所
に
よ
る
組
み
入
れ
と
排
除
の
漸
次
的
過
程
（g
rad
u
al
p
ro
ce
ss
o
f
ju
d
icial
in
clu
sio
n
an
d
e
x
clu
sio
n)

を
伴
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
実体的デュー・プロセス（一）102
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そ
れ
故
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
、
特
定
の
ル
ー
ル
が

秩
序
あ
る
自
由
の
概
念
の
中
に
黙
示
さ
れ
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
あ
る
種
の
行
為
が

良
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
か
を
裁
判
官
に
自
由
に
判
断
さ
せ
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
、
不
変
の
意
味
を
有
す
る
文
言
で
は
な
く
、
国
に
と
っ
て
何
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
に
関
す
る
裁
判
官
の
好
み
と
理
解
（p
re
d
ile
ctio
n
s
an
d
u
n
d
e
rstan
d
in
g
s
）
に
よ
っ
て
時
と
と
も
に
変
わ
り
う
る
文
言
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
府
の
権
限
を
制
限
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
わ
が
憲
法
の
中
で
そ
の
よ
う
な
無
制
限
の
権
限
が
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
私
に
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
(
)
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は

基
本
的
公
正
さ
の
み
を
（o
n
ly
fu
n
d
am
e
n
tal
fairn
e
ss
）
要
求
す
る

と
い
う
。
し
か
し

基
本
的
公
正
さ

の
基
準
は
、
裁
判
所
の
良
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
そ
れ
と
似
た
り
よ
っ
た
り
（o
n
a
p
ar
w
ith
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
基
準
も
、
一
定
の
倫
理
観
や
道
徳
観
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
。

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（d
u
e
p
ro
ce
ss
o
f
law
)

の
文
言
の
沿
革
を
辿
っ
て
も
、
憲
法
上
の
制
約
が
裁
判
官
の
一
定
の
価
値
観
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
は
一
切
な
い
。
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
起
源
は
、

い
か
な
る
自
由
人
も
、
そ
の
同
輩
の
合
法
的
裁
判
に
よ
る
か
、
ま
た
は
国
土
法
（th
e
law
o
f
lan
d
）
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
逮
捕
も
し
く
は
追
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
宣
言
す
る
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
三
九
条
で
あ
る
。「
早
く
も
一
三
五
四
年
に

法
の
適
正
手
続
（d
u
e
p
ro
ce
ss
o
f
law
)

と
い
う
文
言
が
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
を
解
釈
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
制
定
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
一
四
世
紀
ご
ろ
に
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（d
u
e
p
ro
ce
ss
o
f
law
）
と
国
土
法
（law
o
f
th
e
lan
d
）
と
は
相
互
に
交
換
可
能
（in
te
rch
an
g
e
ab
le
）
で
あ
っ
た
。｣
(
)
最
後
に
、
権
利
の
章
典
を
州
に
適
用
す
れ
ば
、
新
し
い
社
会
的
経
済
的
経
験
を
し
よ
う
と
す
る
州
の
妨
げ
と
な
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
裁
判
官
が
一
九
六
九
年
の
ポ
イ
ン
タ
―
判
決
（P
o
in
te
r
v
.
T
e
x
as,
3
8
0
U
.S
.
4
0
0
,
at
4
1
4
）
の
補
足
意
見
で
実
に
巧
み
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

基
本
的
な
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
す
る
権
利
を
州
に
否
定
す
る
こ
と
は
、
連
邦
の
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
個
人
の
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
連
邦
お
よ
び
州
政
府
の
権
限
を
と
も
に
限
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
と
州
と
を
問
わ
ず
、
政
府
へ
の
極
度
の
権
力
集
中
を
回
避
す
る
と
い
う
わ
が
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連
邦
主
義
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
政
策
の
土
台
が
ほ
り
崩
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
が
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
)
こ
れ
に
対
し
、
ハ
ー
ラ
ン
反
対
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
本
件
で
の
問
題
は
、
す
べ
て
の
重
罪
事
件
に
対
し
て
陪
審
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法
が
単
純
暴
行
罪
に
つ
い
て
は
裁
判
所
単
独
に
よ
る
審
理
を
認
め
て
い
る
の
は
憲
法
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
回
答
は
明
ら
か
に

ノ
ー

で
あ
る
。
(
)
各
州
は
常
に
、
そ
の
州
内
で
の
刑
事
司
法
を
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
方
法
で
運
用
す
る
第
一
次
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
責
任
を
果
た
す
際
に
各
州
は
、
そ
の
手
続
を
連
邦
憲
法
の
要
求
に
合
致
し
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
が
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
基
本
的
に
公
正
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
米
で
の
均
一
性
（n
atio
n
w
id
e
u
n
ifo
rm
ity
）
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
、
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
有
効
な
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
基
本
的
公
正
さ
（b
asic
fairn
e
ss
）
に
不
可
欠
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
を
州
に
も
要
求
す
る
も
の
で
も
な
い
。
法
廷
意
見
は
、
本
件
被
告
人
が
受
け
た
手
続
に
は
「
何
ら
不
公
正
が
認
め
ら
れ
な
い
（fin
d
s
n
o
th
in
g
u
n
fair)
」
と
し
な
が
ら
、「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
連
邦
の
刑
事
事
件
に
お
い
て
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
要
求
す
る
第
六
修
正
を
編
入
し
て
い
る
（in
co
rp
o
rate
s)
」
と
し
て
、
そ
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
て
い
る
。
私
は
今
ま
で
に
繰
り
返
し
連
邦
上
の
刑
事
司
法
の
概
念
を
各
州
に
無
差
別
に
押
し
付
け
る
こ
と
に
反
対
を
表
明
し
て
き
た
が
、
本
件
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
)
刑
事
被
告
人
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
を
主
張
す
る
と
き
当
裁
判
所
の
判
断
す
べ
き
問
題
は
、
基
本
的
な
手
続
の
公
正
さ
の
何
ら
か
の
要
素
（an
y
e
le
m
e
n
t
o
f
fu
n
d
am
e
n
tal
p
ro
ce
d
u
re
fairn
e
ss
）
が
否
定
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
発
展
中
の
概
念
（an
e
v
o
lv
in
g
co
n
ce
p
t
）
で
あ
り
、
古
い
原
理
は
後
の
経
験
に
照
ら
し
て
再
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
の
で
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
が
陪
審
員
な
し
に
被
告
人
を
単
純
暴
行
罪
で
審
理
し
た
と
き
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
本
件
を
処
理
す
る
の
が
相
当
と
考
え
る
。
(
)
実体的デュー・プロセス（一）100
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要
す
る
に
、
陪
審
に
よ
る
裁
判
が
望
ま
し
い
か
、
最
も
効
果
的
に
陪
審
を
用
い
る
方
法
等
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。
刑
事
事
件
の
取
扱
い
件
数
の
大
小
、
陪
審
員
召
集
の
難
易
度
、
公
正
さ
に
か
か
わ
る
そ
の
他
の
審
理
条
件
等
、
各
州
の
状
況
に
は
州
毎
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
本
件
は
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
裁
判
官
の
あ
の
有
名
な
傍
論
の
一
節
を
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
恰
好
の
例
で
あ
る
。
も
し
州
の
市
民
が
そ
の
こ
と
を
選
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
勇
気
あ
る
州
が
実
験
室
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
連
邦
制
度
に
付
随
す
る
幸
運
事
の
一
つ
（o
n
e
o
f
th
e
h
ap
p
y
in
cid
e
n
ts
）
で
あ
る
。

(
)

論
争
の
意
義
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
編
入
理
論
の
是
非
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
制
定
時
の
立
法
者
の
意
思
等
に
関
す
る
理
解
の
相
違
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
発
展
的
概
念
（an
e
v
o
lv
in
g
co
n
ce
p
t
）
で
あ
る
か
ら
、
(
)
画
一
的
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
状
況
の
異
な
る
各
州
の
具
体
的
状
況
下
に
お
い
て
個
別
的
に
判
断
し
、
当
の
手
続
が
基
本
的
公
正
さ
を
欠
く
と
き
、
あ
る
い
は
当
の
行
為
が
良
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
よ
う
な
と
き
に
限
り
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
あ
る
州
の
試
み
を
新
た
な
一
つ
の
実
験
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
て
、
そ
の
成
否
を
見
守
り
続
け
る
の
が
連
邦
制
の
利
点
で
あ
り
、
各
州
の
独
立
性
を
尊
重
す
る
連
邦
制
の
趣
旨
に
も
適
う
と
い
え
る
か
を
め
ぐ
る
見
解
の
対
立
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
四
修
正
の
立
法
趣
旨
等
に
つ
い
て
は
法
制
史
等
の
専
門
家
の
検
討
に
委
ね
る
ほ
か
な
い
し
、
編
入
理
論
の
是
非
を
詳
論
す
る
積
極
的
意
義
は
乏
し
い
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
特
有
の
連
邦
制
に
付
随
す
る
連
邦
と
州
と
の
権
限
配
分
を
め
ぐ
る
争
い
で
も
あ
り
、
刑
事
事
件
の
大
半
は
州
レ
ベ
ル
で
処
理
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
今
日
的
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
は
「
何
人
も
、
…
…
法
の
適
正
な
手
続
（d
u
e
p
ro
ce
ss
o
f
law
）
に
よ
ら
な
い
で
、
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
規
定
し
、
第
一
四
修
正
は
「
い
か
な
る
州
も
、
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
何
人
か
ら
も
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
他
方
、
わ
が
憲
法
三
一
条
は
「
何
人
も
、
法
律
の
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定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
生
命
若
し
く
は
自
由
を
奪
は
れ
、
又
は
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
。
文
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
憲
法
三
一
条
は
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
な
い
し
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
（d
u
e
p
ro
c-
e
ss
clau
se
）
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
、
憲
法
と
刑
事
手
続
と
の
関
係
に
つ
き
、
憲
法
一
三
条
は
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
一
般
的
規
定
で
あ
り
、
憲
法
三
一
条
は
刑
事
手
続
に
関
す
る
特
別
規
定
で
あ
る
と
し
て
、
適
正
手
続
の
総
則
規
定
と
し
て
は
明
文
規
定
を
欠
く
も
の
の
、
む
し
ろ
「
個
人
の
尊
重
」｢
幸
福
追
求
権
」
を
定
め
る
憲
法
一
三
条
の
問
題
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
は
こ
の
問
題
に
は
触
れ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
法
で
は
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
」
の
結
果
、
合
衆
国
憲
法
第
一
修
正
か
ら
第
一
〇
修
正
ま
で
の
権
利
の
章
典
の
規
定
が
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
そ
の
ま
ま
州
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
以
下
、
節
を
改
め
、
わ
が
法
と
の
か
か
わ
り
が
と
り
わ
け
濃
厚
な
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
な
い
し
第
六
修
正
お
よ
び
第
八
修
正
に
つ
き
順
次
、
日
本
国
憲
法
と
対
比
し
た
後
、
わ
が
法
の
解
釈
運
用
と
の
関
係
で
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
２
第
四
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
は
「
不
合
理
な
捜
索
お
よ
び
逮
捕
ま
た
は
押
収
に
対
し
、
身
体
、
住
居
、
書
類
お
よ
び
所
持
品
の
安
全
を
保
障
さ
れ
る
と
い
う
人
民
の
権
利
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。
令
状
は
、
宣
誓
ま
た
は
確
約
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
相
当
な
理
由
に
基
づ
い
て
の
み
発
せ
ら
れ
、
か
つ
捜
索
さ
る
べ
き
場
所
お
よ
び
逮
捕
さ
る
べ
き
人
ま
た
は
押
収
さ
る
べ
き
物
件
を
特
定
し
て
示
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
他
方
、
わ
が
憲
法
三
三
条
は
「
何
人
も
、
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
権
限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
し
、
且
つ
理
由
と
な
っ
て
ゐ
る
犯
罪
を
明
示
す
る
令
状
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
逮
捕
さ
れ
な
い
。」
と
し
、
憲
法
三
五
条
は
「
①
何
人
も
、
そ
の
住
居
、
書
類
及
び
所
持
品
に
つ
い
て
、
侵
入
、
捜
索
及
び
押
収
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
権
実体的デュー・プロセス（一）
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利
は
、
第
三
十
三
条
の
場
合
を
除
い
て
は
、
正
当
な
理
由
に
基
い
て
発
せ
ら
れ
、
且
つ
捜
索
す
る
場
所
及
び
押
収
す
る
物
を
明
示
す
る
令
状
が
な
け
れ
ば
、
侵
さ
れ
な
い
。
②
捜
索
又
は
押
収
は
、
権
限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
す
る
各
別
の
令
状
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
ふ
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
日
米
憲
法
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
四
修
正
と
日
本
法
第
四
修
正
は
不
合
理
な
捜
索
押
収
を
禁
止
し
い
わ
ゆ
る
令
状
主
義
を
規
定
す
る
が
、
わ
が
憲
法
三
五
条
の
解
釈
運
用
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
違
法
収
集
証
拠
排
除
の
展
開
で
あ
る
。
わ
が
最
高
裁
は
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年)
の
い
わ
ゆ
る
大
阪
覚
せ
い
剤
事
件
判
決
に
(
)
お
い
て
、
証
拠
物
の
押
収
等
の
手
続
に
「
令
状
主
義
の
精
神
を
没
却
す
る
よ
う
な
重
大
な
違
法
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
が
「
将
来
に
お
け
る
違
法
な
捜
査
の
抑
制
の
見
地
か
ら
し
て
相
当
で
な
い
」
場
合
に
は
、
そ
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
、
一
般
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
違
法
収
集
証
拠
の
排
除
法
則
を
採
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
高
裁
は
そ
の
後
も
一
連
の
判
決
で
右
昭
和
五
三
年
判
決
の
判
断
基
準
に
従
っ
て
、
同
様
に
当
該
警
察
官
の
行
為
を
違
法
と
し
な
が
ら
、
そ
の
違
法
性
は
「
重
大
で
は
な
い
」
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
証
拠
の
証
拠
能
力
を
肯
定
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年)
の
い
わ
ゆ
る
大
津
覚
せ
い
剤
事
件
判
決
に
(
)
お
い
て
違
法
収
集
証
拠
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
初
め
て
当
該
証
拠
物
の
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
右
判
決
を
契
機
に
改
め
て
ア
メ
リ
カ
法
と
の
か
か
わ
り
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
も
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
い
わ
ば
絶
対
的
排
除
法
則
が
成
立
し
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
最
高
裁
は
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
を
受
け
つ
つ
い
わ
ゆ
る
相
対
的
排
除
法
則
を
採
用
し
た
に
と
ど
ま
る
が
、
今
後
も
証
拠
排
除
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
法
の
動
向
が
多
か
れ
少
な
か
れ
わ
が
法
の
解
釈
運
用
に
影
響
を
与
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

排
除
法
則
の
展
開
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
一
四
年
の
ウ
ィ
ー
ク
ス
判
決
に
(
)
お
い
て
、
郵
便
を
違
法
に
利
用
し
た
連
邦
法
違
反
事
件
に
つ
き
、
警
察
官
が
違
法
に
押
収
し
た
物
（
手
紙
等
）
を
被
告
人
に
不
利
な
証
拠
と
し
て
許
容
す
れ
ば
不
合
理
な
捜
索
・
押
収
を
禁
ず
る
「
第
四
修
正
の
保
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障
は
無
価
値
と
な
る
」
と
し
て
右
私
文
書
の
排
除
を
命
じ
、
初
め
て
排
除
法
則
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
一
年
の
マ
ッ
プ
判
決
で
は
、
(
)
ウ
ィ
ー
ク
ス
の
排
除
法
則
は
「
憲
法
に
淵
源
を
有
し
、
第
四
修
正
の
本
質
的
要
素
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
州
に
強
要
で
き
る
」
と
判
示
し
、
排
除
法
則
を
ア
メ
リ
カ
の
全
法
域
に
適
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
七
四
年
の
キ
ャ
ラ
ン
ド
ラ
判
決
に
(
)
お
い
て
「
排
除
法
則
は
被
害
を
受
け
た
者
の
憲
法
上
の
権
利
と
い
う
よ
り
は
、
一
般
に
抑
止
効
を
通
じ
て
第
四
修
正
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
司
法
上
創
り
出
さ
れ
た
救
済
手
段
（ju
d
icially
cre
ate
d
re
m
e
d
y
）
で
あ
る
」
と
し
て
、
違
法
捜
査
の
抑
止
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
大
陪
審
手
続
に
排
除
法
則
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。
ま
た
一
九
七
六
年
の
パ
ウ
エ
ル
判
決
で
(
)
も
同
様
の
観
点
か
ら
、
す
で
に
州
の
手
続
で
違
法
に
押
収
さ
れ
た
証
拠
の
許
容
性
に
つ
き
十
分
か
つ
公
正
に
争
う
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
改
め
て
第
一
四
修
正
違
反
を
理
由
に
人
身
保
護
令
状
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
バ
ー
ガ
・
コ
ー
ト
（
一
九
六
九
│
八
六
年
）
の
下
で
、
排
除
法
則
を
憲
法
の
直
接
的
要
請
と
い
う
よ
り
は
将
来
の
違
法
捜
査
を
抑
制
す
る
た
め
に
司
法
上
創
り
出
さ
れ
た
政
策
的
要
請
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
八
四
年
の
レ
オ
ン
、
シ
ェ
パ
ー
ド
両
判
決
で
(
)
は
、
裁
判
官
の
発
し
た
令
状
に
従
い
証
拠
を
捜
索
・
押
収
し
た
と
こ
ろ
後
に
そ
の
令
状
が
無
効
と
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
か
よ
う
な
場
合
に
証
拠
を
排
除
し
て
も
「
排
除
法
則
が
意
図
す
る
抑
止
機
能
」
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
し
て
、
第
四
修
正
違
反
に
い
わ
ゆ
る

善
意
の
例
外
（g
o
o
d
faith
e
x
ce
p
tio
n)

を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

排
除
法
則
と
毒
樹
の
果
実
排
除
法
則
は
、
違
法
捜
査
に
よ
っ
て
直
接
入
手
さ
れ
た
最
初
の
第
一
次
的
証
拠
（
毒
樹
）
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
由
来
す
る
派
生
的
な
第
二
次
的
証
拠
で
あ
る
い
わ
ゆ
る

毒
樹
の
果
実

を
も
排
除
し
、
訴
追
側
に
違
法
捜
査
か
ら
得
た
利
益
の
享
受
を
一
切
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
法
捜
査
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
の
違
法
捜
査
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
繋
が
り
が
実体的デュー・プロセス（一）
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あ
れ
ば
こ
れ
を

果
実

と
し
て
排
除
す
る
の
が
論
理
的
で
あ
ろ
う
が
、
訴
追
側
が

果
実
の
毒
抜
き
（u
n
p
o
iso
n
in
g
th
e
fru
it)

に
成
功
し
て
違
法
捜
査
の
汚
れ
を
除
去
す
る
場
合
も
あ
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
派
生
的
証
拠
を
お
よ
そ
利
用
で
き
な
い
と
す
る
の
は
相
当
で
な
い
。
要
は
、
派
生
的
な
第
二
次
的
証
拠
を
許
容
す
れ
ば
「
将
来
に
お
け
る
警
察
官
の
違
法
行
為
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
か
」
で
あ
る
。
捜
査
官
の
当
初
の
違
法
行
為
と
派
生
的
証
拠
と
の
間
に
は
常
に
何
ら
か
の
繋
が
り
は
あ
る
が
、
第
一
次
的
証
拠
の
排
除
だ
け
で
違
法
行
為
の
抑
止
と
い
う
排
除
法
則
の
目
的
は
十
分
に
達
成
で
き
る
か
、
そ
れ
と
も
毒
樹
の
果
実
を
も
す
べ
て
排
除
す
る
の
が
相
当
か
の
判
断
が
必
要
と
い
う
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
周
知
の
よ
う
に
、
毒
樹
の
果
実
の
原
則
排
除
に
対
し
て
、

独
立
入
手
源
（in
d
e
-
p
e
n
d
e
n
t
so
u
rce)
、

不
可
避
的
発
見
（in
e
v
itab
le
d
isco
v
e
ry)
、

稀
釈
（atte
n
u
atio
n)

の
各
法
理
に
基
づ
く
三
例
外
の
あ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
早
く
も
一
九
二
〇
年
の
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ソ
ン
判
決
で
、
(
)
違
法
に
押
収
し
た
書
類
を
い
っ
た
ん
本
人
に
還
付
し
た
が
、
そ
の
間
に
写
真
撮
影
等
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
た
の
で
後
に
右
知
識
に
基
づ
い
て
訴
追
側
が
原
本
の
提
出
を
求
め
た
事
案
に
つ
き
、
捜
査
官
の
違
法
活
動
を
認
め
な
が
ら
「
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
は
利
用
で
き
る
」
と
す
る
主
張
は
「
第
四
修
正
を
空
文
化
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
違
法
収
集
証
拠
は
「
お
よ
そ
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い｣
と
判
示
し
つ
つ
、
そ
れ
に
続
け
て
「
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
事
実
は
神
聖
に
し
て
近
よ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
も
し
、
そ
れ
ら
の
事
実
に
関
す
る
知
識
が
独
立
の
源
か
ら
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
他
の
事
実
同
様
に
立
証
し
う
る
」
と
し
て
、
排
除
法
則
に
い
わ
ゆ
る

独
立
入
手
源

の
例
外
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
の
第
二
次
ナ
ー
ド
ン
判
決
で
は
(
)
、
電
話
の
違
法
盗
聴
に
よ
っ
て
入
手
し
た
会
話
内
容
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
証
人
の
証
言
に
つ
き
、
初
め
て

毒
樹
の
果
実
（a
fru
it
o
f
th
e
p
o
iso
n
o
u
s
tre
e)

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
シ
ル
バ
ー
ソ
ン
判
決
を
再
確
認
し
て
排
除
法
則
は
間
接
的
な
盗
聴
の
派
生
的
利
用
に
も
及
ぶ
と
し
た
上
で
、「
違
法
な
盗
聴
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
と
訴
追
側
の
証
拠
と
の
間
の
因
果
関
係
が
立
証
」
さ
れ
た
と
し
て
も
「
良
識
の
問
題
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
き
わ
め
て
稀
薄
な
た
め
そ
の
汚
れ
が
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
」
と
判
示
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し
、
排
除
法
則
に
い
わ
ゆ
る

稀
釈
法
理

に
基
づ
く
例
外
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
三
年
の
ワ
ン
・
サ
ン
判
決
で
(
)
は
、
排
除
法
則
は
捜
査
官
の
違
法
行
為
の｢
直
接
の
産
物
と
同
様
に
間
接
的
な
も
の
に
も
及
ぶ
」
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

独
立
入
手
源

の
例
外
と

稀
釈
法
理

の
例
外
の
あ
る
こ
と
を
改
め
て
明
示
し
た
上
で
、「
違
法
行
為
が
な
け
れ
ば
明
る
み
に
出
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
す
べ
て
の
証
拠
を

毒
樹
の
果
実

で
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
け
る
よ
り
適
切
な
問
い
か
け
は
、
最
初
の
違
法
行
為
が
立
証
さ
れ
た
と
し
て
も
、
意
義
申
立
て
の
対
象
た
る
証
拠
が
、
か
か
る
違
法
行
為
を
利
用
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
最
初
の
汚
れ
を
除
去
し
た
も
の
と
認
め
る
に
足
り
る
手
段
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
で
あ
る
」
と
し
て
、

毒
樹
の
果
実

で
あ
る
か
の
判
断
基
準
は
訴
追
側
が
違
法
行
為
を
「
利
用
（e
x
p
lo
tatio
n)
」
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
右
の
三
判
決
で
、
排
除
法
則
は
違
法
行
為
に
よ
っ
て
直
接
に
獲
得
さ
れ
た
証
拠
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
結
び
つ
き
の
あ
る
間
接
的
な

果
実

に
も
及
ぶ
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
同
時
に
違
法
行
為
と
は
無
関
係
の

独
立
し
た
源

か
ら
も
そ
れ
を
獲
得
し
て
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
両
者
の
関
係
が
「
き
わ
め
て
稀
薄
な
た
め
そ
の
汚
れ
が
除
去
さ
れ
」
い
わ
ば
因
果
関
係
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
許
容
し
て
も
訴
追
側
は
違
法
行
為
を
「
利
用
」
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
排
除
法
則
に
反
し
な
い
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
八
四
年
の
第
二
次
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
判
決
で
(
)
、
独
立
入
手
源
法
理
と
の
「
機
能
的
類
似
性
（fu
n
ctio
n
al
e
q
u
iv
ale
n
t)
」
を
強
調
し
て

不
可
避
的
発
見

の
例
外
を
正
面
か
ら
肯
定
し
、
そ
し
て
一
九
八
八
年
の
マ
リ
判
決
で
(
)
逆
に
こ
の

不
可
避
的
発
見

の
法
理
を
適
用
し
て

独
立
入
手
源

の
例
外
を
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
を
め
ぐ
り
さ
ら
に
複
雑
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
三
例
外
の
根
拠
、
範
囲
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
の
相
互
関
連
性
の
解
明
が
わ
が
法
の
解
釈
運
用
に
と
っ
て
も
有
用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
作
業
は
未
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
に
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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３第
五
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
は
「
何
人
も
、
大
陪
審
の
告
発
ま
た
は
起
訴
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
死
刑
を
科
せ
ら
れ
る
罪
そ
の
他
の
破
廉
恥
罪
に
つ
き
責
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
…
…
何
人
も
、
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
重
ね
て
生
命
身
体
の
危
険
に
臨
ま
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
何
人
も
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
自
己
に
不
利
な
証
人
と
な
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
ず
に
、
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。｣
と
規
定
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
第
五
修
正
の
規
定
は
、
大
陪
審
に
よ
る
起
訴
さ
れ
る
権
利
を
除
き
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
憲
法
三
八
条
一
項
は
「
何
人
も
、
自
己
に
不
利
益
な
供
述
を
強
要
さ
れ
な
い
」
と
規
定
し
、
同
三
九
条
は
「
何
人
も
、
実
行
の
時
に
適
法
で
あ
っ
た
行
為
又
は
既
に
無
罪
と
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
刑
事
上
の
責
任
を
問
は
れ
な
い
。
又
、
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
重
ね
て
刑
事
上
の
責
任
を
問
は
れ
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
日
米
憲
法
の
酷
似
性
は
否
定
で
き
な
い
。

第
五
修
正
と
日
本
法
第
五
修
正
は
い
わ
ゆ
る
二
重
の
危
険
（d
o
u
b
le
je
o
p
ard
y
）
禁
止
と
自
己
負
罪
拒
否
特
権
（p
riv
ile
g
e
ag
ain
st
se
lf-in
crim
in
atio
n
）
な
い
し
黙
秘
権
を
保
障
す
る
が
、
わ
が
憲
法
の
解
釈
運
用
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
の
は
後
者
の
黙
秘
権
に
関
す
る
ミ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
合
衆
国
最
高
裁
判
例
で
あ
る
。
と
く
に
「
自
己
に
不
利
益
な
供
述
」
の
強
要
を
禁
止
す
る
憲
法
三
八
条
一
項
は
「
自
己
に
不
利
な
証
人
（w
itn
e
ss
）
と
な
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
」
と
す
る
第
五
修
正
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
そ
の
文
言
上
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
証
人
」
は
「
供
述
」
よ
り
も
や
や
広
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
適
用
範
囲
が
激
し
く
争
わ
れ
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
最
高
裁
が
一
九
六
六
年
の
シ
ュ
マ
ー
バ
判
決
に
(
)
お
い
て
、
飲
酒
運
転
で
逮
捕
後
の
無
令
状
採
血
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
際
に
、
特
権
の
保
障
は
「
供
述
的
な
い
し
意
思
伝
達
的
な
性
質
（a
te
stim
o
n
ial
o
r
co
m
m
u
n
icativ
e
n
atu
re
）
を
有
す
る
証
拠
」
に
限
ら
れ
て
お
り
、「
被
疑
者
・
被
告
人
を

物
的
な
い
し
物
理
的
証
拠
（re
al
o
r
p
h
y
sical
e
v
id
e
n
ce)

の
源
と
な
る
よ
う
強
要
」
し
て
も
右
特
権
を
侵
害
し
な
い
旨
判
示
し
て
以
降
、
そ
の
適
用
範
囲
が
次
第
に
具
体
的
に
確
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
面
通
し
へ
の
参
加
を
強
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制
し
、
犯
人
の
言
っ
た
「
金
を
袋
に
つ
め
ろ
」
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
よ
う
命
じ
て
も
、
そ
れ
は
被
疑
者
・
被
告
人
の
物
理
的
特
徴
の
開
示
を
強
制
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
特
権
の
範
囲
外
で
あ
り
、
筆
跡
見
本
の
提
供
や
音
声
録
音
等
の
強
制
も
同
様
に
合
憲
で
あ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
で
は
「
証
人
」
と
「
供
述
」
と
の
間
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
一
の
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
が
最
高
裁
は
一
九
九
七
年
、
道
路
交
通
法
の
呼
気
検
査
拒
否
罪
の
規
定
が
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
す
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
呼
気
検
査
は
「
呼
気
」
と
い
う
非
供
述
的
証
拠
を
採
取
し
て
行
う
も
の
で
あ
っ
て
右
憲
法
の
保
障
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
従
前
の
最
高
裁
判
決
の
「
趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
合
憲
性
を
肯
定
し
、
(
)
合
衆
国
最
高
裁
と
同
旨
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。

被
疑
者
取
調
べ
と
黙
秘
権
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
六
六
年
六
月
一
三
日
の
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
に
(
)
お
い
て
、
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
保
障
す
る
た
め
の
手
続
的
担
保
と
し
て
身
柄
拘
束
中
の
取
調
べ
（cu
sto
d
ial
in
te
rro
g
atio
n
）
に
先
立
ち
、
黙
秘
権
の
あ
る
こ
と
、
供
述
し
た
こ
と
は
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
う
る
こ
と
、
弁
護
人
の
立
会
い
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
弁
護
人
を
依
頼
す
る
経
済
的
余
裕
が
な
い
場
合
に
は
国
選
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
（M
iran
d
a
w
arn
in
g
s
）
な
い
し
ミ
ラ
ン
ダ
の
四
要
件
で
あ
る
を
明
確
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
被
疑
者
が
黙
秘
の
意
思
を
示
し
た
り
、
弁
護
人
を
希
望
す
る
と
述
べ
た
場
合
に
は
直
ち
に
取
調
べ
は
中
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
れ
ら
に
違
反
し
て
得
ら
れ
た
自
白
は
す
べ
て
排
除
さ
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ミ
ラ
ン
ダ
の
排
除
法
則
を
明
ら
か
に
し
た
。
要
は
、
被
疑
者
を
外
部
か
ら
隔
離
し
て
行
わ
れ
る
密
室
下
で
の
取
調
べ
状
況
は
「
被
疑
者
を
取
調
官
の
意
思
に
服
従
さ
せ
る
と
い
う
目
的
」
で
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
上
供
述
を
強
要
す
る
強
制
的
な
雰
囲
気
の
下
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
第
五
修
正
の
保
障
と
相
容
れ
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
自
己
負
罪
を
強
要
さ
れ
な
い
憲
法
上
の
権
利
を
実
効
的
に
保
障
す
る
た
め
に
は
、
黙
秘
権
な
ど
の
ほ
か
取
調
べ
へ
の
弁
護
人
立
会
権
の
権
利
告
知
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
七
一
年
の
ハ
リ
ス
判
決
で
(
)
、
ミ
ラ
ン
ダ
違
反
供
述
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
の
法
廷
証
言
の
信
用
性
を
弾
劾
す
る
た
め
に
は
利
用
で
き
る
旨
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ラ
ン
ダ
違
反
供
述
は
お
よ
そ
証
拠
と
し
て
許
容
で
き
な
い
と
の
結
論
を
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
訴
追
側
主
張
の
積
極
的
証
拠
と
し
て
利
用
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
で
十
分
な
抑
止
効
が
あ
る
し
、
自
ら
の
意
思
で
証
人
台
に
立
っ
た
被
告
人
に
は
正
直
に
証
言
す
る
義
務
が
あ
り
、
ミ
ラ
ン
ダ
の
排
除
法
則
を
「
偽
証
の
許
可
状
と
曲
解
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
七
四
年
の
タ
ッ
カ
ー
判
決
で
(
)
は
、
国
選
弁
護
人
請
求
権
の
告
知
を
欠
く
不
十
分
な
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
後
に
強
姦
事
件
の
被
告
人
が
ア
リ
バ
イ
証
人
の
存
在
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
同
証
人
が
逆
に
被
告
人
に
不
利
な
証
言
を
し
た
た
め
、
そ
の
毒
樹
の
果
実
性
が
争
わ
れ
た
事
案
に
つ
き
、「
ハ
リ
ス
の
論
理
は
本
件
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
と
し
て
周
知
の
一
連
の
手
続
的
保
障
（p
ro
ce
d
u
ral
safe
g
u
ard
s
）
は
そ
れ
自
体
憲
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
権
利
で
は
な
い
、
本
件
で
の
警
察
官
の
行
為
は
「
被
告
人
の
憲
法
上
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
侵
害
し
た
も
の
で
は
な
く
、
か
か
る
特
権
を
保
護
す
る
た
め
に
ミ
ラ
ン
ダ
が
示
し
た
予
防
準
則
（p
ro
p
h
y
lactic
stan
d
ard
s
）
を
逸
脱
し
た
に
す
ぎ
な
い｣
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
法
的
基
準
を
満
た
し
て
い
る
信
用
性
あ
る
証
拠
を
一
切
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
「
ハ
リ
ス
の
論
法
は
、
本
件
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
八
四
年
の
ク
ォ
ー
リ
ズ
判
決
は
(
)
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
警
察
官
が
銃
を
用
い
た
強
姦
被
疑
者
の
身
柄
確
保
時
に
、
銃
は
ど
こ
だ
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
あ
ご
で
示
し
つ
つ
「
銃
は
そ
こ
に
あ
る
」
と
答
え
、
そ
の
供
述
ど
お
り
ス
ー
パ
ー
内
か
ら
銃
が
発
見
さ
れ
た
の
で
正
式
に
逮
捕
し
そ
の
後
に
初
め
て
ミ
ラ
ン
ダ
の
諸
権
利
を
告
知
し
た
事
案
に
つ
き
、「
公
共
の
安
全
を
憂
慮
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
合
理
的
に
判
断
で
き
る
」
場
合
に
は
、
取
調
べ
前
の
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
は
必
ず
し
も
不
可
欠
で
は
な
い
と
し
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
に

公
共
の
安
全
の
例
外
（p
u
b
lic
safe
ty
e
x
ce
p
tio
n)

を
肯
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
予
防
的
な
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
は

そ
れ
自
体
憲
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
権
利
で
は
な
く
、
強
制
的
な
自
己
負
罪
を
禁
止
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段

で
あ
る
。｣
「
公
共
の
安
全
に
対
す
る
脅
威
が
生
じ
た
状
況
下
」
に
質
問
を
し
て
応
答
を
求
め
る
必
要
性
は
「
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
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特
権
を
保
護
す
る
た
め
の
予
防
法
則
の
必
要
性
に
優
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
八
五
年
の
エ
ル
ス
タ
ッ
ド
判
決
は
(
)
、
被
疑
者
の
自
宅
で
逮
捕
令
状
執
行
時
に
窃
盗
事
件
へ
の
か
か
わ
り
を
認
め
る
供
述
を
得
て
警
察
署
に
連
行
し
、
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
後
に
再
び
自
白
を
得
た
事
案
に
つ
き
、
第
二
自
白
を
許
容
し
て
も
ミ
ラ
ン
ダ
に
違
反
し
な
い
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

予
防
的
な
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
は
そ
れ
自
体
憲
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
権
利
で
は
な
い

、
第
二
自
白
は
以
前
の
ミ
ラ
ン
ダ
違
反
供
述
に
よ
っ
て
「
汚
れ
て
い
る
か
ら

毒
樹
の
果
実

と
し
て
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
は
憲
法
違
反
を
前
提
と
し
て
い
る
」
が
、
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
の
欠
如
そ
れ
自
体
は
第
五
修
正
違
反
で
は
な
い
。「
タ
ッ
カ
ー
の
理
由
付
け
は
、
強
制
的
で
な
い
ミ
ラ
ン
ダ
違
反
の
い
わ
ゆ
る

果
実

が
証
人
で
も
な
け
れ
ば
証
拠
物
で
も
な
く
被
告
人
自
身
の
任
意
の
証
言
で
あ
る
と
き
に
も
同
様
に
適
用
で
き
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
バ
ー
ガ
・
コ
ー
ト
の
下
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
を
第
五
修
正
に
直
接
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
負
罪
拒
否
特
権
の
実
効
性
を
保
障
す
る
た
め
の
「
手
続
的
保
障
」
で
あ
り
、「
予
防
法
則
」
な
い
し
「
予
防
準
則
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
、
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
に

弾
劾
例
外

や

公
共
の
安
全
の
例
外

を
肯
定
し
、
そ
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
に
至
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
バ
ー
ガ
長
官
が
イ
ニ
ス
判
決
の
(
)
同
調
補
足
意
見
で
「
わ
た
く
し
は
今
さ
ら
ミ
ラ
ン
ダ
を
変
更
し
た
り
非
難
し
た
り
す
る
気
は
な
い
」
と
述
べ
て
ミ
ラ
ン
ダ
支
持
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
、
ミ
ラ
ン
ダ
自
体
は
判
例
と
し
て
確
立
す
る
。
さ
ら
に
翌
一
九
八
一
年
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
判
決
は
(
)
、
被
疑
者
が
明
確
に
弁
護
人
と
の
接
見
を
要
求
し
た
場
合
に
は
「
現
に
弁
護
人
が
利
用
可
能
と
な
る
ま
で
」
取
調
べ
の
再
開
は
禁
止
さ
れ
る
と
し
、
ミ
ラ
ン
ダ
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
は
バ
ー
ガ
・
コ
ー
ト
の
下
で
も
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
バ
ー
ガ
・
コ
ー
ト
の
下
で
、
第
四
修
正
の
排
除
法
則
は
憲
法
の
直
接
的
要
請
と
い
う
よ
り
司
法
上
創
出
さ
れ
た
政
策
的
要
請
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
ま
た
ミ
ラ
ン
ダ
の
排
除
法
則
は
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
予
防
法
則
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
一
方
で
、
い
ず
れ
の
排
除
法
則
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
肯
定
し
、
い
わ
ば
合
一
的
な
排
除
法
則
が
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
に
つ
い
て
、
原
文
の
ま
ま
ミ
ラ
ン
ダ
・
ル
ー
実体的デュー・プロセス（一）
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ル
あ
る
い
は
ミ
ラ
ン
ダ
原
則
な
ど
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
排
除
法
則
と
い
う
訳
語
が
定
着
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
と
統
一
す
る
意
味
で
も
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
の
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ミ
ラ
ン
ダ
の
排
除
法
則
（M
iran
d
a
e
x
clu
sio
n
-
ary
ru
le
）
と
い
う
用
語
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

憲
法
と
ミ
ラ
ン
ダ
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
合
衆
国
最
高
裁
は
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
六
日
の
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
に
(
)
お
い
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
は
憲
法
に
根
拠
を
有
す
る
憲
法
判
例
で
あ
る
か
ら
議
会
の
制
定
法
に
よ
っ
て
ミ
ラ
ン
ダ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
判
断
を
示
し
、
合
衆
国
法
典
一
八
編
三
五
〇
一
条
を
(
)
ミ
ラ
ン
ダ
と
矛
盾
す
る
違
憲
立
法
で
あ
る
と
判
示
し
た
上
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
を
再
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
に
対
し
て
反
撥
も
強
く
、
連
邦
議
会
は
そ
の
二
年
後
に
「
犯
罪
防
止
お
よ
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
包
括
法
」
(
)
を
制
定
し
た
際
に
、
自
白
の
許
容
性
に
関
す
る
三
五
〇
一
条
を
設
け
、
ミ
ラ
ン
ダ
の
廃
棄
を
試
み
た
。
同
条
に
よ
れ
ば
、「
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
し
て
」
任
意
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
自
白
は
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
黙
秘
権
等
の
不
告
知
は
任
意
性
判
断
の
た
め
の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
を
廃
棄
し
、
ミ
ラ
ン
ダ
以
前
の
法
状
態
の
復
活
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訴
追
側
が
こ
の
規
定
を
利
用
す
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
が
一
九
九
四
年
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
の
(
)
同
調
補
足
意
見
で
、
三
五
〇
一
条
の
積
極
的
活
用
を
主
張
し
、
学
説
上
も
一
た
ん
終
息
し
た
か
に
思
わ
れ
た
ミ
ラ
ン
ダ
攻
防
戦
が
「
ミ
ラ
ン
ダ
生
誕
三
〇
周
年
」
を
機
に
再
燃
す
る
な
ど
の
新
し
い
動
き
が
生
じ
た
。
(
)
そ
し
て
第
四
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
一
九
九
九
年
二
月
、
ミ
ラ
ン
ダ
違
反
供
述
に
は
じ
め
て
三
五
〇
一
条
を
適
用
し
て
、
そ
の
許
容
性
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
を
再
確
認
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
の
最
大
の
意
義
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
に
は
憲
法
上
の
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
そ
れ
と
矛
盾
す
る
三
五
〇
一
条
の
違
憲
性
を
明
示
し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
過
去
二
五
年
に
わ
た
り
ミ
ラ
ン
ダ
に
は
憲
法
上
の
土
台
が
な
い(
M
iran
d
a’s
lack
o
f
co
n
sti-
tu
tio
n
al
fo
u
n
d
atio
n
）
と
主
張
し
続
け
て
き
た
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
が
法
廷
意
見
を
執
筆
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
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ミ
ラ
ン
ダ
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
法
廷
意
見
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ミ
ラ
ン
ダ
は
憲
法
判
断
（a
co
n
stitu
tio
n
al
d
e
cisio
n
）
で
あ
る
と
す
る
最
も
重
要
な
要
素
は
「
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
お
よ
び
そ
の
争
点
類
似
事
件
の
二
判
決
は
と
も
に
、
州
裁
判
所
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
各
州
裁
判
所
で
の
手
続
に
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
を
適
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
以
降
、
わ
れ
わ
れ
は
一
貫
し
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
を
州
裁
判
所
で
生
じ
た
訴
追
に
適
用
し
て
い
る
。
州
裁
判
所
で
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の

権
限
は
合
衆
国
憲
法
の
命
令
を
実
施
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。｣
「
ミ
ラ
ン
ダ
の
法
廷
意
見
そ
れ
自
体
、
ま
ず
最
初
に

自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
適
用
す
る
際
の
若
干
の
問
題
点
を
い
ま
少
し
解
明
し
、
そ
し
て
法
の
執
行
機
関
お
よ
び
裁
判
所
に
順
守
す
べ
き
具
体
的
な
憲
法
上
の
指
針
（co
n
cre
te
co
n
sti-
tu
tio
n
al
g
u
id
e
lin
e
s
）
を
示
す
た
め
に
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
多
数
意
見
に
は
憲
法
上
の
法
則
（a
co
n
stitu
tio
n
al
ru
le
）
を
宣
明
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
言
が
充
満
し
て
い
る
。
現
に
、
当
裁
判
所
の
最
終
的
結
論
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
で
一
括
審
理
さ
れ
た
四
事
件
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
た
警
告
を
欠
く
自
白
は

特
権
保
護
の
た
め
の
憲
法
上
の
基
準
に
合
致
し
な
い
状
況
下
で
被
告
人
か
ら
獲
得
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。」
ミ
ラ
ン
ダ
は
身
柄
拘
束
中
の
被
疑
者
取
調
べ
に
際
し
黙
秘
権
を
警
告
し
、
そ
の
権
利
の
行
使
は
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
被
疑
者
に
保
障
す
る
手
続
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三
五
〇
一
条
は
、
取
調
べ
前
の
警
告
を
被
疑
者
の
自
白
の
任
意
性
を
判
断
す
る
単
な
る
一
要
素
と
す
る
ミ
ラ
ン
ダ
以
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
賛
成
し
て
、
そ
の
よ
う
な
取
調
べ
前
の
警
告
の
要
求
を
明
示
に
避
け
て
い
る
。「
当
裁
判
所
は
ミ
ラ
ン
ダ
で
、
伝
統
的
な
全
体
の
事
情
の
テ
ス
ト
に
依
拠
す
る
と
、
身
柄
拘
束
中
の
不
任
意
自
白
を
看
過
す
る
危
険
が
あ
り
、
自
白
が
有
罪
を
立
証
す
る
た
め
の
積
極
的
証
拠
と
し
て
提
出
（o
ffe
re
d
in
th
e
case
in
ch
ie
f
to
p
ro
v
e
g
u
ilty
）
さ
れ
る
と
、
こ
の
危
険
は
受
け
入
れ
難
い
ほ
ど
大
き
く
な
る
と
指
摘
し
、
全
体
の
テ
ス
ト
以
上
の
何
か
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
三
五
〇
一
条
は
全
体
の
テ
ス
ト
を
十
分
な
も
の
と
し
て
復
帰
さ
せ
て
い
る
。
三
五
〇
一
条
は
、
そ
れ
故
、
ミ
ラ
ン
ダ
が
法
で
あ
る
限
り
維
持
で
き
な
い
。｣
こ
の
よ
う
に
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
は
争
点
類
似
事
件
と
し
て
一
括
審
理
さ
れ
た
他
の
三
判
決
一
判
決
の
み
連
実体的デュー・プロセス（一）
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邦
事
件
で
あ
る
と
と
も
に
州
裁
判
所
の
手
続
に
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
を
適
用
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る｣
こ
と
を
重
視
し
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
憲
法
判
断
で
あ
る
旨
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
合
衆
国
最
高
裁
は
そ
の
後
も
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
直
接
憲
法
の
要
求
で
は
な
い
と
の
態
度
を
崩
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
適
法
な
職
務
質
問
時
に
銃
を
奪
わ
れ
た
の
で
応
戦
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
た
た
め
病
院
に
搬
送
、
緊
急
手
術
中
の
被
疑
者
か
ら
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
な
し
に
「
先
に
撃
っ
た
」
旨
の
供
述
を
引
き
出
し
た
た
め
警
察
官
の
責
任
が
問
わ
れ
た
二
〇
〇
三
年
の
判
決
で
(
)
、
本
件
で
の
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
の
不
告
知
自
体
は
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
ま
ま
誤
解
す
る
向
き
も
な
い
で
は
な
い
が
、
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
は
警
察
署
で
の
取
調
べ
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ
身
柄
拘
束
中
の
被
疑
者
取
調
べ
に
先
立
っ
て
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
や
奇
異
に
思
わ
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
現
行
犯
逮
捕
で
あ
っ
て
も
「
凶
器
は
ど
こ
だ
」｢
お
前
が
撃
っ
た
の
か
」
な
ど
の
取
調
べ
に
先
立
ち
ミ
ラ
ン
ダ
の
四
要
件
の
告
知
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
下
で
の
ミ
ラ
ン
ダ
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
従
前
の
い
わ
ゆ
る
事
情
の
総
合
テ
ス
ト
の
下
で
は
「
身
柄
拘
束
中
の
不
任
意
自
白
を
看
過
す
る
危
険
が
あ
り｣
、
こ
の
危
険
は
自
白
を
有
罪
立
証
の
積
極
的
証
拠
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
受
け
入
れ
難
い
ほ
ど
大
き
い
、
個
別
的
な
自
白
の
任
意
性
を
め
ぐ
る
裁
判
官
の
矛
盾
判
断
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ミ
ラ
ン
ダ
法
則
が
導
入
さ
れ
た
一
因
で
あ
る
。
被
疑
者
の
供
述
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
て
も
取
調
べ
状
況
を
正
確
に
反
映
で
き
ず
、
そ
の
任
意
性
・
信
用
性
判
断
が
困
難
で
あ
る
の
は
、
わ
が
国
で
も
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
し
て
や
被
疑
者
の
供
述
内
容
を
取
調
官
が
整
理
・
要
約
し
た
「
作
文
」
で
も
あ
る
自
白
調
書
か
ら
の
任
意
性
・
信
用
性
判
断
に
は
、
い
か
に
眼
光
紙
背
に
徹
し
た
職
業
裁
判
官
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
わ
が
最
高
裁
は
今
な
お
、
黙
秘
権
等
の
告
知
を
欠
い
て
も
直
ち
に
自
白
の
任
意
性
が
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
合
衆
国
最
高
裁
が
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
で
権
利
告
知
の
有
無
を
「
自
白
の
任
意
性
判
断
の
単
な
る
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
同
条
を
違
憲
と
断
定
し
た
意
義
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
り
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
(桃山法学 第４号 ’04)
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セ
ス
の
観
点
か
ら
わ
が
最
高
裁
の
態
度
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
４
第
六
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
合
衆
国
憲
法
第
六
修
正
は
「
す
べ
て
の
刑
事
上
の
訴
追
に
お
い
て
、
被
告
人
は
犯
罪
が
行
わ
れ
た
州
お
よ
び
あ
ら
か
じ
め
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
地
区
の
公
平
な
陪
審
に
よ
る
迅
速
な
公
開
の
裁
判
を
受
け
、
か
つ
事
件
の
性
質
と
原
因
に
つ
い
て
告
知
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
被
告
人
は
、
自
己
に
不
利
な
証
人
と
の
対
質
を
求
め
、
自
己
に
有
利
な
証
人
を
得
る
た
め
に
強
制
的
手
続
を
と
り
、
ま
た
自
己
の
防
御
の
た
め
に
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
規
定
す
る
。
他
方
、
わ
が
憲
法
三
七
条
は
「
①
す
べ
て
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
公
平
な
裁
判
所
の
迅
速
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
②
刑
事
被
告
人
は
、
す
べ
て
の
証
人
に
対
し
て
審
問
す
る
機
会
を
十
分
に
与
へ
ら
れ
、
又
、
公
費
で
自
己
の
た
め
に
強
制
的
手
続
に
よ
り
証
人
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
③
刑
事
被
告
人
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
資
格
を
有
す
る
弁
護
人
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
人
が
自
ら
こ
れ
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
国
で
こ
れ
を
附
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
日
米
憲
法
の
酷
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
六
修
正
と
日
本
法
憲
法
三
七
条
と
の
関
係
で
最
も
重
要
な
の
は
、
第
六
修
正
の
被
告
人
（th
e
accu
se
d
）
に
不
利
益
証
人
と
の
対
決
を
保
障
す
る
対
審
条
項
（co
n
fro
n
tatio
n
clau
se
）
お
よ
び
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
弁
護
人
依
頼
権
で
あ
る
。
前
者
の
対
審
条
項
に
関
し
て
は
伝
聞
法
則
と
り
わ
け
刑
事
訴
訟
法
三
二
一
条
一
項
二
号
の
い
わ
ゆ
る
検
察
官
面
前
調
書
と
の
か
か
わ
り
が
問
題
と
な
り
、
後
者
の
弁
護
人
依
頼
権
に
関
し
て
は
と
り
わ
け
右
被
告
人
の
意
味
内
容
が
問
題
と
な
る
。
わ
が
国
で
は
最
高
裁
が
早
々
と
昭
和
二
〇
年
代
に
一
定
の
判
断
を
示
し
た
た
め
憲
法
の
解
釈
な
い
し
実
務
の
運
用
が
そ
の
段
階
で
固
定
し
た
感
が
あ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
後
も
一
連
の
合
衆
国
最
高
裁
判
例
に
よ
る
法
の
生
成
発
展
が
あ
り
、
両
国
の
憲
法
解
釈
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
裁
判
員
制
度
や
被
疑
者
国
選
弁
護
制
度
の
導
入
が
確
定
し
た
今
日
、
ア
メ
リ
カ
法
の
動
向
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
わ
が
法
の
解
釈
運
用
の
問
題
点
を
実体的デュー・プロセス（一）
( )
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改
め
て
把
握
す
る
上
で
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

証
人
審
問
権
と
伝
聞
法
則
合
衆
国
最
高
裁
は
一
八
九
五
年
の
マ
ト
ッ
ク
ス
判
決
に
(
)
お
い
て
、
対
審
条
項
の
主
た
る
目
的
は
「
証
人
を
直
接
尋
問
し
た
り
反
対
尋
問
し
た
り
す
る
代
り
に
、
証
言
録
取
書
や
一
方
的
な
宣
誓
供
述
書
（d
e
p
o
sitio
n
s
o
r
e
x
p
arte
affid
av
its
）
を
被
告
人
に
不
利
な
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
が
、
例
え
ば
、

臨
終
の
供
述

の
よ
う
に
、
憲
法
施
行
の
は
る
か
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
例
外
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
例
外
を
許
容
し
て
も
「
憲
法
の
精
神
に
何
ら
抵
触
し
な
い
」
と
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
五
年
の
ポ
イ
ン
タ
ー
判
決
で
(
)
対
審
条
項
の
州
事
件
へ
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
た
め
、
対
審
条
項
に
関
す
る
判
例
は
急
増
す
る
。
そ
し
て
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
八
〇
年
の
ロ
バ
ツ
判
決
に
(
)
お
い
て
、
対
審
条
項
と
伝
聞
例
外
と
の
関
係
に
つ
き
詳
細
か
つ
明
確
な
判
断
を
示
し
た
。
対
審
条
項
を
文
字
通
り
に
読
み
取
れ
ば
「
公
判
に
在
廷
し
な
い
原
供
述
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
い
か
な
る
供
述
を
も
排
除
す
る
も
の
」
と
し
て
「
事
実
上
す
べ
て
の
伝
聞
例
外
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
「
意
図
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
余
り
に
も
極
端
に
す
ぎ
る
と
し
て
早
く
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
」
と
し
た
上
で
、
要
す
る
に
「
原
供
述
者
が
利
用
不
能
で
あ
る
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
の
供
述
は
十
分
な

信
用
性
の
徴
憑
（in
d
icia
o
f
re
liab
ility)

を
示
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
許
容
さ
れ
る
。

深
く
根
を
下
ろ
し
た
伝
聞
例
外
（firm
ly
ro
o
te
d
h
e
arsay
e
x
ce
p
tio
n)

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
信
用
性
が
推
定
さ
れ
う
る
。
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
特
段
の
信
用
性
の
保
障
の
立
証
（a
sh
o
w
in
g
o
f
p
articu
larize
d
o
f
tru
stw
o
rth
in
e
ss
）
が
な
い
限
り
、
そ
の
供
述
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
バ
ツ
判
決
は
、
伝
聞
例
外
と
し
て
許
容
さ
れ
る
供
述
が
対
審
条
項
の
要
求
を
も
満
た
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
た
め
の
一
般
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
供
述
者
が
証
人
と
し
て
利
用
不
能
で
あ
り
、
か
つ

深
く
根
を
下
ろ
し
た
伝
聞
例
外

に
該
当
す
る
か
、

特
段
の
信
用
性
の
保
障

が
あ
る
た
め
当
該
供
述
に
十
分
な

信
用
性
の
徴
憑

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
許
容
し
て
も
憲
法
上
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
そ
の
後
、
こ
の
判
断
基
準
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を
適
用
し
、
い
わ
ゆ
る
共
謀
者
の
供
述
（co
-co
n
sp
irato
r
d
e
claratio
n
s
）
の
伝
聞
例
外
に
該
当
す
る
供
述
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
性
を
再
確
認
し
た
上
で
、
一
般
的
な
原
供
述
者
の
証
人
と
し
て
の
利
用
不
能
の
要
件
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
、
(
)
さ
ら
に

わ
が
法
制
に
お
い
て
十
分
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
（firm
ly
e
n
o
u
g
h
ro
o
te
d
in
o
u
r
ju
risp
ru
d
e
n
ce)

こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
よ
う
な
供
述
に
は
別
途

信
用
性
の
調
査
は
必
要
で
な
い

(
)
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
の
ラ
イ
ト
判
決
に
(
)
お
い
て
、
父
親
か
ら
性
的
虐
待
を
受
け
た
と
さ
れ
る
女
児
の
診
察
に
当
た
っ
た
小
児
科
医
の
伝
聞
供
述
を
ア
イ
ダ
ホ
州
規
則
の

そ
の
他
の
伝
聞
例
外

と
し
て
許
容
し
た
の
は
対
審
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、「
被
告
人
を
有
罪
と
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
伝
聞
供
述
は
、
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る

信
用
性
の
徴
憑

を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
九
二
年
の
ホ
ワ
イ
ト
判
決
に
(
)
お
い
て
、
強
制
わ
い
せ
つ
等
の
被
害
女
児
か
ら
被
告
人
が
犯
人
で
あ
る
旨
聞
知
し
た
と
の
母
親
、
医
師
等
の
伝
聞
供
述
が

思
わ
ず
発
し
た
供
述


医
学
的
治
療
の
過
程
に
お
け
る
供
述

の
イ
リ
ノ
イ
州
法
上
の
伝
聞
例
外
と
し
て
許
容
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、「
わ
れ
わ
れ
は
一
貫
し
て
、

伝
聞
例
外
と
対
審
条
項
と
は
一
般
に
類
似
の
価
値
の
保
護
を
目
的

と
し
、

同
一
の
ル
ー
ツ
に
由
来

す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
中
道
を
歩
ん
で
き
た
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
本
件
で
の
伝
聞
例
外
が

深
く
根
を
下
ろ
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
」
か
ら
対
審
条
項
の
侵
害
は
な
い
と
し
て
い
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
他
方
、
一
九
六
八
年
の
ブ
ル
ー
ト
ン
判
決
に
(
)
お
い
て
、
被
告
人
と
の
共
同
犯
行
を
認
め
る
い
わ
ゆ
る
共
犯
者
の
法
廷
外
自
白
が
両
者
の
併
合
審
理
に
お
い
て
自
白
し
た
当
の
本
人
で
あ
る
共
犯
者
に
対
し
て
の
み
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
限
定
説
示
の
下
に
許
容
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
陪
審
は
伝
聞
例
外
に
該
当
し
な
い
共
犯
者
の
自
白
を
事
実
上
被
告
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
注
目
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
憲
法
の
保
障
す
る
被
告
人
の
証
人
審
問
権
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
一
連
の
判
例
で
伝
聞
法
則
と
証
人
審
問
権
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
一
九
八
〇
年
の
ロ
バ
ツ
判
決
で

深
く
根
を
下
ろ
し
た

伝
聞
例
外
に
該
当
す
る
か
、

特
段
の
信
用
性
の
保
障

が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
伝
聞
供
述
を
許
容
し
て
も
証
人
審
問
権
に
違
反
し
な
い
旨
判
示
し
、
他
方
、
一
九
六
八
年
の
ブ
ル
ー
ト
ン
判
決
で
伝
聞
例
外
に
該
当
し
な
い
共
犯
者
実体的デュー・プロセス（一）
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の
自
白
が
事
実
上
被
告
人
に
不
利
な
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
併
合
審
理
に
お
い
て
共
犯
者
の
自
白
を
自
白
者
本
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
明
確
な
限
定
説
示
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
憲
法
の
保
障
す
る
被
告
人
の
証
人
審
問
権
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
ブ
ル
ー
ト
ン
判
決
は
伝
聞
例
外
の
事
案
で
は
な
く
、
陪
審
に
対
す
る
限
定
説
示
の
効
果
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
共
犯
者
の
自
白
を
被
告
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
証
拠
法
上
も
憲
法
上
も
問
題
と
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
判
例
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
九
四
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
判
決
に
(
)
お
い
て
、
被
告
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
依
頼
で
コ
カ
イ
ン
を
運
搬
し
て
い
た
旨
の
共
犯
者
ハ
リ
ス
の
捜
査
官
へ
の
供
述
が
利
益
に
反
す
る
供
述
の
伝
聞
例
外
と
し
て
許
容
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
対
審
条
項
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ゆ
る
共
犯
者
の
自
白
は
伝
聞
例
外
と
し
て
の
刑
事
上
の
利
益
に
反
す
る
供
述
に
該
当
せ
ず
、
被
告
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
許
容
で
き
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
九
年
の
リ
リ
ー
判
決
に
(
)
お
い
て
、
公
判
廷
に
お
い
て
自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
行
使
し
て
証
言
を
拒
否
し
た
共
犯
者
の
捜
査
段
階
で
の
自
白
が
被
告
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
証
人
審
問
権
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
お
よ
び
そ
の
弟
と
一
緒
に
一
連
の
強
盗
等
を
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
被
告
人
が
主
謀
者
で
あ
り
、
か
つ
犯
行
時
に
被
害
者
を
射
殺
し
た
の
は
被
告
人
で
あ
る
旨
の
共
犯
者
の
捜
査
官
へ
の
供
述
を
州
法
上
の
刑
事
上
の
利
益
に
反
す
る
供
述
に
該
当
す
る
と
し
て
許
容
し
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
最
高
裁
判
決
を
合
衆
国
憲
法
第
六
修
正
の
証
人
審
問
権
に
違
反
す
る
と
し
て
破
棄
差
し
戻
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
被
告
人
を
犯
罪
に
巻
き
込
み
自
己
の
責
任
を
転
嫁
な
い
し
軽
減
す
る
共
犯
者
の
自
白
は
信
用
性
に
欠
け
る
た
め
刑
事
上
の
利
益
に
反
す
る
供
述
に
該
当
し
な
い
ば
か
り
か
、
た
と
え
州
法
上
の
伝
聞
例
外
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
共
犯
者
の
自
白
を
被
告
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
は
合
衆
国
憲
法
第
六
修
正
の
対
審
条
項
に
違
反
す
る
と
の
合
衆
国
最
高
裁
の
視
点
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
る
。
利
益
に
反
す
る
供
述
を
伝
聞
例
外
と
し
て
許
容
す
る
か
ど
う
か
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
本
質
的
問
題
で
あ
る
ば
か
り
か
、
わ
が
憲
法
三
七
条
二
項
の
保
障
す
る
証
人
審
問
権
が
第
六
修
正
の
対
審
条
項
に
由
来
す
る
以
上
、
と
り
わ
け
検
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察
官
面
前
調
書
に
関
す
る
わ
が
国
の
解
釈
運
用
上
の
問
題
点
を
憲
法
上
の
視
点
か
ら
洗
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

弁
護
人
依
頼
権
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
三
二
年
の
パ
ウ
エ
ル
判
決
に
(
)
お
い
て
、
貨
物
列
車
内
で
の
白
人
少
女
強
姦
事
件
に
関
し
て
ア
ラ
バ
マ
州
で
起
訴
さ
れ
た
多
数
の
黒
人
少
年
が
一
日
の
裁
判
で
死
刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
と
し
た
。
合
衆
国
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
が
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
も
含
ま
れ
る
か
の
決
定
的
要
因
は
「
市
民
的
政
治
的
諸
制
度
の
根
本
に
あ
る
正
義
と
自
由
の
基
本
的
原
理
」
で
あ
る
か
否
か
で
あ
り
、
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
が
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
弁
護
人
を
確
保
す
る
機
会
を
被
告
人
に
提
供
し
な
か
っ
た
の
は
明
白
な
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
死
刑
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
の
要
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
と
し
て
裁
判
所
に
は
弁
護
人
を
選
任
す
る
義
務
が
あ
り
、
公
判
で
の
効
果
的
な
援
助
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
下
で
の
選
任
で
は
こ
の
よ
う
な
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
四
二
年
の
ベ
ッ
ツ
判
決
で
(
)
は
、
国
選
弁
護
人
の
選
任
は
殺
人
と
強
姦
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
て
も
基
本
的
公
正
さ
を
欠
い
た
と
は
い
え
な
い
と
し
た
が
、
一
九
六
三
年
の
ギ
デ
オ
ン
判
決
で
(
)
は
、
死
刑
事
件
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
国
選
弁
護
人
の
選
任
が
拒
否
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
ベ
ッ
ツ
判
決
は
時
代
錯
誤
的
で
あ
る
と
し
て
正
面
か
ら
こ
れ
を
変
更
し
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
と
し
た
。「
当
事
者
対
抗
的
刑
事
裁
判
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
法
廷
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
た
い
か
な
る
人
物
で
あ
れ｣
、
経
済
的
余
裕
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
弁
護
人
を
提
供
し
な
い
限
り
公
正
な
裁
判
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
他
方
、
一
九
八
〇
年
の
ヘ
ン
リ
ー
判
決
に
(
)
お
い
て
、
銀
行
強
盗
の
罪
で
起
訴
後
勾
留
中
の
被
告
人
が
訴
追
側
に
よ
っ
て
送
り
込
ま
れ
た
秘
密
情
報
提
供
者
で
あ
る
同
房
者
に
し
た
強
盗
時
の
下
見
の
状
況
な
ど
に
関
す
る
負
罪
的
供
述
に
つ
き
、
弁
護
人
の
援
助
な
し
に
負
罪
的
供
述
を
さ
せ
る
よ
う
な
状
況
を
「
意
図
的
に
作
り
上
げ
た
」
こ
と
を
理
由
に
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
を
侵
害
し
た
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
五
年
の
モ
ウ
ル
ト
ン
判
決
は
(
)
、
車
窃
盗
の
罪
で
共
犯
者
と
と
も
に
起
訴
後
保
釈
中
の
被
実体的デュー・プロセス（一）
( )
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告
人
が
取
引
に
応
じ
て
訴
追
側
情
報
提
供
者
に
な
っ
た
共
犯
者
と
の
会
話
時
に
し
た
別
件
に
も
か
か
わ
る
負
罪
的
供
述
に
つ
き
、
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
に
違
反
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
被
告
人
に
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
許
容
で
き
な
い
と
し
た
。
ヘ
ン
リ
ー
判
決
で
は
負
罪
的
供
述
が

意
図
的
に
採
取
さ
れ
た

の
に
対
し
、
本
件
で
は
被
告
人
自
身
が
共
犯
者
と
の
会
話
を
設
定
し
た
が
、
負
罪
的
供
述
を
獲
得
す
る
た
め
の
会
合
を
誰
が
設
定
し
た
か
は
重
要
で
な
い
。
第
六
修
正
は
、
少
な
く
と
も
正
式
訴
追
開
始
後
に
訴
追
側
と
の
仲
介
者
と
し
て
の
弁
護
人
に
依
頼
す
る
権
利
を
被
告
人
に
保
障
し
て
い
る
、
共
犯
者
が
訴
追
側
の
ス
パ
イ
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
警
察
は
弁
護
人
と
相
談
す
る
機
会
を
被
告
人
に
否
定
し
、
第
六
修
正
の
保
障
す
る
弁
護
人
依
頼
権
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
初
の
起
訴
犯
罪
と
は
別
の
犯
罪
を
捜
査
す
る
た
め
に
共
犯
者
が
利
用
さ
れ
た
と
し
て
も
こ
の
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
は
一
九
三
二
年
の
パ
ウ
エ
ル
判
決
以
降
、
次
第
に
拡
大
適
用
さ
れ
、
今
日
で
は
ギ
デ
オ
ン
判
決
の
よ
う
な
重
罪
事
件
に
と
ど
ま
ら
ず
、
軽
犯
罪
で
あ
る
と
、
軽
罪
、
重
罪
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
弁
護
人
が
付
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
効
果
を
熟
知
し
て
権
利
を
放
棄
し
た
場
合
を
除
き
、
刑
を
科
さ
れ
な
い
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
弁
護
人
依
頼
権
は
一
た
ん
付
与
さ
れ
る
と
、
被
告
人
の
明
示
に
よ
る
有
効
な
権
利
放
棄
が
立
証
さ
れ
な
い
限
り
、
弁
護
人
の
立
会
い
な
し
の
取
調
べ
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
訴
追
側
に
は
意
図
的
な
自
白
採
取
を
回
避
す
る
憲
法
上
の
義
務
が
あ
る
。
例
え
ば
、
被
告
人
の
自
白
を
「
誘
発
す
る
よ
う
な
状
況
を
意
図
的
に
作
り
」
上
げ
た
り
、
被
告
人
が
自
ら
設
定
し
た
訴
追
側
情
報
提
供
者
と
の
会
合
を
意
図
的
に
利
用
す
れ
ば
第
六
修
正
に
違
反
す
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
自
白
は
被
告
人
の
不
利
益
な
証
拠
と
し
て
お
よ
そ
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
は
あ
く
ま
で
も
正
式
手
続
開
始
後
の

決
定
的
段
階

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
両
当
事
者
の
「
相
対
立
す
る
立
場
」
が
固
定
化
し
て
当
事
者
対
抗
的
手
続
が
開
始
さ
れ
る
た
め
、
い
わ
ば
訴
追
側
の
宣
戦
布
告
を
受
け
圧
倒
的
な
訴
追
側
勢
力
に
直
面
し
た
被
告
人
に
対
し
弁
護
人
の
援
助
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
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に
あ
る
の
は
、
公
判
前
の
決
定
的
段
階
で
の
結
果
が
被
告
人
の
命
運
を
決
し
、
公
判
自
体
は
単
な
る
形
式
と
化
し
て
い
る
と
の
現
状
認
識
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

決
定
的
段
階

で
の
弁
護
人
の
立
会
い
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
公
判
に
お
け
る
と
同
様
に
当
事
者
対
抗
の
刑
事
手
続
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
は
「
公
正
な
裁
判
に
と
っ
て
基
本
的
か
つ
不
可
欠
な
権
利
で
あ
る
」
か
ら
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
は
明
文
規
定
の
あ
る
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
と
ミ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
第
五
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
（th
e
fifth
A
m
e
n
d
m
e
n
t
rig
h
t
to
co
u
n
se
l
）
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
弁
護
人
依
頼
権
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
そ
の
沿
革
、
適
用
範
囲
が
異
な
る
。
権
利
放
棄
の
判
断
基
準
は
同
一
で
あ
る
が
、
後
者
は
あ
く
ま
で
も
身
柄
拘
束
中
の
取
調
べ
に
内
在
す
る
強
制
的
雰
囲
気
を
除
去
す
る
た
め
に
弁
護
人
の
立
会
い
を
含
め
た
ミ
ラ
ン
ダ
の
四
要
件
の
告
知
を
不
可
欠
と
す
る
の
で
あ
り
、
当
事
者
対
抗
主
義
な
い
し
弾
劾
構
造
に
基
づ
く
前
者
と
は
そ
の
根
拠
が
異
な
る
。
わ
が
国
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
者
の
峻
別
は
重
要
で
あ
り
、
弁
護
人
依
頼
権
の
問
題
を
論
ず
る
上
で
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
(
)

不
適
切
、
不
効
果
弁
護
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
八
四
年
の
ク
ロ
ニ
ッ
ク
判
決
に
(
)
お
い
て
、
複
雑
な
小
切
手
移
送
欺
罔
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
に
裁
判
所
が
一
人
の
国
選
弁
護
人
を
選
任
し
公
判
準
備
期
間
と
し
て
二
五
日
間
だ
け
認
め
た
事
案
に
つ
き
、
弁
護
人
の
弁
護
活
動
に
具
体
的
な
過
誤
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
の
不
利
益
を
被
告
人
が
受
け
た
こ
と
を
主
張
し
て
初
め
て
効
果
的
な
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
を
理
由
に
原
判
決
破
棄
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
当
事
者
対
抗
的
刑
事
司
法
制
度
の
背
景
に
は
、
あ
る
事
件
の
両
側
面
に
関
す
る
党
派
的
主
張
に
よ
っ
て
初
め
て
真
の
犯
人
を
有
罪
と
し
、
無
辜
の
者
を
釈
放
す
る
と
い
う
刑
事
裁
判
の
究
極
の
目
的
が
達
成
で
き
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
当
事
者
対
抗
的
刑
事
手
続
に
お
け
る
公
正
さ
の
確
保
を
意
図
し
て
お
り
、
被
告
人
が
弁
護
人
の
効
果
的
な
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
重
大
な
不
正
義
の
危
険
が
公
判
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
た
実体的デュー・プロセス（一）
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が
っ
て
、
第
六
修
正
の
保
障
す
る
当
事
者
対
抗
的
手
続
は
、
被
告
人
の
擁
護
者
と
し
て
活
動
す
る
弁
護
人
を
必
要
と
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
両
当
事
者
の
対
決
の
場
と
し
て
の
性
格
が
失
わ
れ
る
と
、
憲
法
上
の
保
障
は
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
憲
法
違
反
の
立
証
責
任
は
被
告
人
に
あ
る
が
、
弁
護
人
の
援
助
が
完
全
に
否
定
さ
れ
た
場
合
に
は
も
ち
ろ
ん
、
決
定
的
段
階
で
否
定
さ
れ
た
場
合
に
も
そ
の
裁
判
は
公
正
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
権
利
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
弁
護
人
の
現
実
の
活
動
を
調
査
し
な
く
て
も
、
被
告
人
へ
の
不
利
益
は
推
定
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
パ
ウ
エ
ル
判
決
は
そ
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
は
被
告
人
が
効
果
的
な
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
事
案
で
は
な
い
。
弁
護
人
の
特
段
の
過
誤
を
指
摘
し
て
初
め
て
効
果
的
な
援
助
を
受
け
な
か
っ
た
と
主
張
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
差
戻
審
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
と
同
じ
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
ン
ド
判
決
で
(
)
は
、
殺
人
事
件
等
の
被
告
人
が
国
選
弁
護
人
の
助
言
に
一
切
従
わ
ず
、
詳
細
な
自
白
を
し
て
有
罪
答
弁
を
し
た
上
、
量
刑
手
続
段
階
で
も
勧
告
陪
審
の
権
利
を
放
棄
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
弁
護
人
は
絶
望
感
を
抱
き
つ
つ
最
善
の
努
力
を
重
ね
た
が
死
刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
弁
護
人
の
不
効
果
援
助
を
理
由
に
有
罪
判
決
の
破
棄
を
求
め
る
被
告
人
は
、
弁
護
人
の
弁
護
活
動
が
不
十
分
で
客
観
的
な
合
理
性
の
基
準
を
逸
脱
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
弁
護
活
動
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
本
件
で
は
こ
の
二
つ
と
も
立
証
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
被
告
人
の
量
刑
手
続
は
基
本
的
に
不
公
正
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
と
し
て
原
判
決
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
右
両
判
決
に
お
い
て
、
不
効
果
弁
護
の
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
し
た
。
ク
ロ
ニ
ッ
ク
判
決
は
、
現
実
の
弁
護
活
動
を
調
査
し
な
く
て
も
被
告
人
へ
の
不
利
益
の
推
定
が
相
当
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
パ
ウ
エ
ル
判
決
に
お
け
る
よ
う
に
、
い
か
に
有
能
な
弁
護
人
で
あ
っ
て
も
効
果
的
な
弁
護
を
す
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
重
大
な
権
利
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
段
の
権
利
侵
害
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
弁
護
人
の
過
誤
が
あ
り
、
そ
の
た
め
被
告
人
が
不
利
益
を
受
け
た
と
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
方
、
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
ン
ド
判
決
は
、
ク
ロ
ニ
ッ
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ク
の
事
案
と
は
異
な
り
、
弁
護
人
の
一
定
の
過
誤
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
た
不
効
果
弁
護
の
主
張
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ク
ロ
ニ
ッ
ク
判
決
と
同
様
に
弁
護
人
の
弁
護
活
動
が
客
観
的
な
合
理
性
の
基
準
を
逸
脱
し
て
不
適
切
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
た
こ
と
を
被
告
人
は
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
両
判
決
で
不
適
切
、
不
効
果
弁
護
の
主
張
に
対
す
る
統
一
的
な
判
断
基
準
が
明
示
さ
れ
、
効
果
的
な
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
を
理
由
に
被
告
人
が
救
済
を
求
め
る
に
は
、
弁
護
活
動
の
重
大
な
過
誤
と
被
告
人
へ
の
不
利
益
と
い
う
二
要
件
の
立
証
を
要
す
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
不
適
切
、
不
効
果
弁
護
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
と
、
原
判
決
が
破
棄
、
差
し
戻
さ
れ
て
新
公
判
が
開
始
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
で
不
効
果
弁
護
は
破
棄
事
由
に
相
当
し
、
わ
が
国
の
議
論
と
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
こ
と
は
押
え
て
お
き
た
い
。
５
第
八
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
は
「
過
大
な
額
の
保
釈
金
を
要
求
し
、
ま
た
は
過
重
な
罰
金
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
（cru
e
l
an
d
u
n
u
su
al
p
u
n
ish
m
e
n
ts
）
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
、
他
方
、
わ
が
憲
法
三
六
条
は
「
公
務
員
に
よ
る
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
と
「
残
虐
な
刑
罰
」
と
の
文
言
上
の
差
異
に
「
特
別
の
意
味
を
認
め
る
の
は
適
当
で
な
〈
く

｣
、
(
)
両
者
は
同
一
の
禁
止
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
権
利
の
章
典
に
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
権
利
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
お
り
、
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
規
定
に
つ
い
て
も
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
で
(
)
こ
の
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
同
判
決
は
「
州
内
に
お
い
て
麻
薬
に
一
度
も
触
れ
た
こ
と
が
な
く
、
あ
る
い
は
州
内
に
お
い
て
逸
脱
行
為
で
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
麻
薬
中
毒
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
常
に
刑
事
犯
と
し
て
処
罰
す
る
州
法
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
す
も
の
で
あ
り
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
上
で
、「
九
〇
日
間
の
投
獄
は
、
実体的デュー・プロセス（一）
( )
78
4141
抽
象
的
に
は
残
虐
で
も
な
け
れ
ば
異
常
で
も
な
い
刑
罰
で
あ
る
が
、
問
題
は
抽
象
的
に
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
普
通
の
風
邪
に
す
ぎ
な
い
（h
av
in
g
a
co
m
m
o
n
co
ld)

犯
罪

に
対
し
て
は
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
た
り
う
る
。」
と
判
示
し
た
。

第
八
修
正
と
日
本
法
憲
法
三
六
条
と
の
関
係
で
最
も
重
要
な
の
は
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
の
意
味
内
容
で
あ
り
、
と
り
わ
け
死
刑
判
決
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
わ
が
最
高
裁
は
一
九
四
八
年
の
大
法
廷
判
決
で
(
)
「
刑
罰
と
し
て
の
死
刑
そ
の
も
の
が
、
一
般
に
直
ち
に
残
虐
な
刑
罰
に
該
当
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
判
示
し
て
以
降
、
そ
の
合
憲
性
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
一
九
九
三
年
の
第
三
小
法
廷
判
決
に
(
)
お
け
る
大
野
正
男
裁
判
官
の
補
足
意
見
で
あ
る
。
同
裁
判
官
は
「
刑
罰
が
残
虐
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
国
民
感
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
問
題
で
あ
〈
り
」｢
死
刑
に
対
す
る
わ
が
国
民
の
意
識
は
、
こ
の
四
〇
年
近
く
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
一
貫
し
て
大
多
数
が
死
刑
の
存
置
を
支
持
し
て
い
る
」
の
で
「
今
日
の
時
点
に
お
い
て
は
死
刑
を
罪
刑
の
均
衡
を
失
し
た
過
剰
な
刑
罰
で
あ
っ
て
憲
法
に
反
す
る
と
断
ず
る
に
は
至
ら
」
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
死
刑
廃
止
国
の
増
加
、
四
死
刑
確
定
者
の
再
審
無
罪
判
決
を
指
摘
し
た
上
で
、
国
際
的
動
向
と
「
国
民
の
意
識
と
が
こ
の
ま
ま
大
き
な
隔
た
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
し
て
、
立
法
に
よ
っ
て
「
そ
の
間
の
整
合
を
図
る
」
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
右
補
足
意
見
は
四
五
年
振
り
に
最
高
裁
内
部
に
お
い
て
も
慎
重
論
が
な
お
有
力
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
超
党
派
議
員
に
よ
る
死
刑
廃
止
の
動
き
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
折
柄
、
改
め
て
国
際
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
死
刑
制
度
の
意
義
・
目
的
お
よ
び
そ
の
是
非
に
つ
い
て
検
証
す
る
重
要
な
一
石
を
投
じ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
団
藤
重
光
元
最
高
裁
判
事
は
、
大
野
補
足
意
見
を
積
極
的
に
評
価
し
つ
つ
、「
国
民
の
意
識
」
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
は
な
く
「
原
理
論
」
に
基
づ
い
た
死
刑
廃
止
の
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
前
述
の
よ
う
に
、「
先
進
諸
国
の
中
で
死
刑
廃
止
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
の
は
、
も
は
や
、
わ
が
国
だ
け
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
わ
が
国
と
並
び
「
ア
メ
リ
カ
が
死
刑
廃
止
条
約
を
拒
否
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し
続
け
て
い
る
の
は
」
建
国
以
来
の
連
邦
主
義
の
伝
統
に
よ
る
「
特
殊
事
情
」
が
あ
る
か
ら
で
、
わ
が
国
と
は
事
情
を
異
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
)
ま
こ
と
に
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
近
時
（
二
〇
〇
二
年
）
の
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
に
(
)
お
い
て
、

品
性
の
発
展
的
基
準
（e
v
o
lv
in
g
stan
d
ard
s
o
f
d
e
ce
n
cy)

に
照
ら
し
、
精
神
遅
滞
犯
罪
者
（m
e
n
tally
re
tard
e
d
o
ffe
n
d
e
r
）
に
対
す
る
死
刑
の
合
憲
性
を
否
定
し
た
た
め
、
死
刑
の
全
面
的
廃
止
へ
の
第
一
歩
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
を
中
心
に
二
一
世
紀
日
本
で
の
死
刑
の
存
廃
を
め
ぐ
り
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
今
日
、
(
)
ア
メ
リ
カ
法
の
右
動
向
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

死
刑
の
合
憲
性
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
七
二
年
の
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
(
)
お
い
て
、
死
刑
判
決
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
三
判
決
を
一
括
し
て
審
理
し
「
こ
れ
ら
の
事
案
に
つ
き
〉
死
刑
を
科
す
こ
と
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
反
す
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
か
」
の
問
題
に
限
定
し
て
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
本
件
で
の
各
死
刑
判
決
を
、
そ
れ
に
至
る
手
続
が
余
り
に
も
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
四
年
後
の
グ
レ
ッ
グ
判
決
に
(
	)
お
い
て
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
後
の
各
法
域
で
の
新
立
法
等
を
検
討
し
た
上
で
、
謀
殺
罪
に
対
し
死
刑
を
規
定
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
を
違
憲
で
は
な
い
と
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
一
般
的
に
非
合
法
化
さ
れ
て
い
た

野
蛮

な
方
法
に
限
定
せ
ず
、「
流
動
的
か
つ
動
態
的
な
方
法
で
（in
a
fle
x
ib
le
an
d
d
y
n
am
ic
m
an
n
e
r)
」
第
八
修
正
を
解
釈
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
（
前
出
）
で
、
麻
薬
中
毒
者
で
あ
る
と
い
う
身
分
に
対
し
刑
罰
を
科
す
こ
と
は

残
虐
で
異
常

で
あ
る
と
判
示
し
、「
た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
普
通
の
風
邪
の
よ
う
な
犯
罪
に
対
し
て
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
た
り
う
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
首
席
裁
判
官
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
一
節
（an
o
fte
n
q
u
o
te
d
p
h
rase
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
第
八
修
正
は
「
成
熟
し
つ
つ
あ
る
社
会
の
進
歩
を
示
す
品
性
の
発
展
的
基
準
（th
e
e
v
o
lv
in
g
stan
d
ard
s
o
f
d
e
ce
n
cy
th
at
m
ark
th
e
p
ro
g
re
ss
o
f
a
m
atu
rin
g
実体的デュー・プロセス（一）
( )
76
4343
so
cie
ty
）
か
ら
そ
の
意
味
内
容
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣
そ
れ
故
、
当
の
制
裁
を
科
す
こ
と
に
関
す
る
現
代
の
価
値
の
評
価
（an
asse
ssm
e
n
t
o
f
co
n
te
m
p
o
rary
v
alu
e
s
）
が
第
八
修
正
の
適
用
に
当
た
り
重
要
と
な
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
先
例
は
、
刑
事
制
裁
に
つ
い
て
の
品
性
の
基
準
に
関
す
る
国
民
の
認
識
は
決
定
的
で
な
い
（n
o
t
co
n
clu
siv
e
）
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
刑
罰
は
第
八
修
正
の
基
礎
を
な
す
人
間
の
尊
厳
（th
e
d
ig
n
ity
o
f
m
an
）
に
も
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
、
刑
罰
が
過
度
（e
x
ce
ssiv
e
）
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
四
年
前
に
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
申
立
人
ら
は
、
品
性
の
基
準
は
死
刑
を
も
は
や
容
認
し
え
な
い
地
点
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
発
展
中
の
過
程
は
完
了
し
て
し
ま
っ
た
（th
e
e
v
o
lu
tio
n
ary
p
ro
ce
ss
h
ad
co
m
e
to
an
e
n
d
）
の
で
あ
る
か
ら
、
品
性
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
犯
罪
に
対
し
て
も
死
刑
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
て
第
八
修
正
を
解
釈
す
る
時
期
が
つ
い
に
到
来
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
件
で
の
被
告
人
ら
は
、
再
び

品
性
の
基
準

論
を
唱
え
る
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
大
部
分
が
依
然
と
し
て
死
刑
を
相
当
か
つ
必
要
な
制
裁
で
あ
る
と
考
え
続
け
て
い
る
の
は
今
や
明
白
で
あ
る
。
謀
殺
罪
に
対
す
る
死
刑
を
是
認
す
る
最
も
顕
著
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
指
標
は
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
対
す
る
立
法
府
の
対
応
で
あ
る
。
三
五
の
州
議
会
は
、
少
な
く
と
も
他
人
の
死
を
結
果
と
し
て
生
ぜ
し
め
た
若
干
の
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
を
是
認
す
る
新
し
い
法
律
を
制
定
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
後
の
制
定
法
は
す
べ
て
、
死
刑
自
体
は
国
民
の
選
ば
れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
八
修
正
は
死
刑
が
現
代
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
上
の
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
死
刑
は
第
八
修
正
の
核
心
に
あ
る
人
間
の
尊
厳
と
い
う
基
本
的
概
念
に
一
致
す
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
死
刑
は
二
つ
の
社
会
的
目
的
、
す
な
わ
ち
応
報
と
犯
罪
者
予
備
軍
（p
ro
sp
e
ctiv
e
o
ffe
n
d
e
rs
）
に
よ
る
死
刑
犯
罪
の
抑
止
に
役
立
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。「
応
報
は
も
は
や
刑
法
の
支
配
的
目
的
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
禁
断
の
目
的
で
も
な
け
れ
ば
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
敬
意
と
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な
い
。｣
激
情
に
か
ら
れ
て
行
動
す
る
人
の
よ
う
に
、
死
刑
の
威
嚇
が
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
ず
、
抑
止
効
の
な
い
殺
人
者
は
存
在
す
る
と
考
え
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
雇
わ
れ
殺
人
者
（m
u
rd
e
r
fo
r
h
ire
）
の
よ
う
に
、
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入
念
に
考
え
た
上
で
の
殺
人
者
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
終
身
刑
の
囚
人
に
よ
る
謀
殺
の
よ
う
に
、
死
刑
以
外
の
制
裁
で
は
十
分
で
な
い
謀
殺
犯
人
類
型
も
存
在
す
る
。
要
す
る
に
、
死
刑
は
若
干
の
事
案
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
と
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
議
会
の
判
断
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
州
議
会
の
判
断
能
力
に
対
す
る
敬
意
と
同
様
に
、
連
邦
主
義
を
も
考
慮
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
謀
殺
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
死
刑
を
科
す
こ
と
は
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
憲
法
に
違
反
す
る
残
虐
な
も
の
で
も
な
い
と
結
論
す
る
。

品
性
の
発
展
的
基
準
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
第
八
修
正
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
考
え
は
「
人
間
の
尊
厳
」
に
外
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
と
い
う
概
念
は
流
動
的
で
あ
り
「
成
熟
し
つ
つ
あ
る
社
会
の
進
歩
を
示
す
品
性
の
発
展
的
基
準
」
に
従
っ
て
死
刑
判
決
等
の
合
憲
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
現
代
の
品
性
の
基
準
と
い
う
指
針
（a
m
e
asu
re
m
e
n
t
o
f
co
n
te
m
p
o
rary
stan
-
d
ard
s
o
f
d
e
ce
n
cy
）
は
一
九
五
八
年
の
ト
ロ
ッ
プ
判
決
で
(
)
初
め
て
明
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
の
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
も
主
と
し
て
こ
の
基
準
を
指
針
と
し
て
、
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
を
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
ト
ロ
ッ
プ
判
決
は
、
軍
事
法
廷
で
脱
走
の
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人
が
後
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
戦
時
脱
走
罪
で
の
有
罪
判
決
を
理
由
に
国
籍
法
四
〇
一
条
（
ｇ
）
の
規
定
に
よ
り
市
民
権
を
喪
失
し
て
い
る
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
判
断
が
示
さ
れ
た
。
わ
が
憲
法
の
文
言
は
一
六
八
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
権
利
の
宣
言
か
ら
直
接
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
原
理
は
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。「
第
八
修
正
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
概
念
は
、
人
間
の
尊
厳
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
（n
o
th
in
g
le
ss
th
an
th
e
d
ig
n
ity
o
f
m
an)
。」
各
州
は
処
罰
権
限
を
有
す
る
が
、
こ
の
権
限
は
文
明
的
基
準
の
限
界
内
で
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
第
八
修
正
は
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
同
修
正
は
そ
の
意
味
内
容
を
「
成
熟
し
つ
つ
あ
る
社
会
の
進
歩
を
実体的デュー・プロセス（一）
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示
す
品
性
の
発
展
的
基
準
か
ら
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
わ
れ
わ
れ
は
、
国
籍
剥
奪
を
刑
罰
と
し
て
用
い
る
の
は
第
八
修
正
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
国
籍
剥
奪
は
組
織
社
会
に
お
け
る
個
人
の
地
位
の
完
全
な
破
壊
（th
e
to
tal
d
e
stru
ctio
n
）
で
あ
り
、
拷
問
よ
り
も
原
始
的
な
刑
罰
形
態
で
あ
る
。
世
界
の
文
明
諸
国
は
、
犯
罪
へ
の
刑
罰
と
し
て
国
籍
剥
奪
を
科
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
事
実
上
一
致
し
て
い
る
。
国
連
に
よ
る
世
界
の
八
四
ヶ
国
の
国
籍
法
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
脱
走
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
国
籍
剥
奪
を
科
し
て
い
る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ト
ル
コ
の
二
国
の
み
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
第
八
修
正
は
禁
止
し
て
い
る
。

精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
前
述
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
二
〇
〇
二
年
六
月
二
〇
日
の
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
に
お
い
て
、
世
論
な
い
し
州
議
会
の
動
向
の
変
化
を
指
摘
し
た
上
で
、
改
め
て
死
刑
の
正
当
化
理
由
と
さ
れ
る
応
報
と
抑
止
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
判
断
を
示
し
、
精
神
遅
滞
者
へ
の
死
刑
は
理
論
的
に
も
維
持
で
き
な
い
と
し
て
、
精
神
遅
滞
犯
罪
者
に
対
す
る
死
刑
判
決
は
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に
当
た
る
と
判
示
し
、
一
九
八
九
年
の
ペ
ン
リ
ー
判
決
の
(
)
合
憲
性
判
断
を
正
面
か
ら
否
定
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
当
時
、
精
神
遅
滞
者
へ
の
死
刑
を
禁
止
し
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
メ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
の
二
州
を

す
で
に
死
刑
を
完
全
に
廃
止
し
た
一
四
州
に
付
加
し
て
も
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
十
分
な
証
拠
を
提
供

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
爾
来
、
情
勢
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ペ
ン
リ
ー
判
決
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
全
国
的
な
関
心
に
応
じ
て
、
全
国
の
各
州
議
会
は
、
こ
の
問
題
に
言
及
し
始
め
た
。
一
九
九
〇
年
に
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
テ
ネ
シ
ー
両
州
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
メ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
両
州
で
制
定
さ
れ
た
の
と
類
似
の
制
定
法
を
施
行
し
、
一
九
九
一
年
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
九
三
年
と
九
四
年
に
ア
ー
カ
ン
サ
ス
、
コ
ロ
ラ
ド
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
お
よ
び
カ
ン
サ
ス
の
各
州
が
こ
れ
に
な
ら
っ
た
。
一
九
九
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
死
刑
を
復
活
し
た
と
き
、
精
神
遅
滞
者
を
除
外
す
る
旨
明
記
し
た
。
二
〇
〇
一
年
と
〇
二
年
に
、
さ
ら
に
六
州
が
こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
州
の
数
で
は
な
く
、「
変
化
方
向
の
一
貫
性
（th
e
co
n
siste
n
cy
o
f
th
e
d
ire
ctio
n
o
f
ch
an
g
e)
」
で
あ
る
。
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精
神
遅
滞
者
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
自
己
管
理
の
よ
う
な
適
応
能
力
（ad
ap
tiv
e
sk
ills
）
に
重
大
な
限
界
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
（im
p
airm
e
n
ts
）
は
、
刑
事
制
裁
の
免
除
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
個
人
的
有
責
性
（p
e
rso
n
al
cu
lp
a-
b
ility
）
を
減
軽
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
に
照
ら
す
と
、
精
神
的
遅
滞
者
は
一
律
に
死
刑
か
ら
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
法
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
一
致
す
る
二
つ
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
七
六
年
の
グ
レ
ッ
グ
判
決
は

応
報
と
犯
罪
者
予
備
軍
に
よ
る
死
刑
犯
罪
の
抑
止

を
死
刑
制
度
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
て
い
る
社
会
的
目
的
で
あ
る
と
し
た
。
精
神
遅
滞
者
に
死
刑
を
科
し
て
も

こ
れ
ら
の
目
的
の
一
つ
ま
た
は
二
つ
に
さ
し
た
る
貢
献
（m
e
asu
rab
ly
co
n
trib
u
te
s)

を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

無
目
的
か
つ
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
そ
れ
故
、
憲
法
に
反
す
る
刑
罰
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
応
報
犯
罪
者
が
正
し
く
当
然
の
報
い
（ju
st
d
e
se
rts
）
を
受
け
る
こ
と
を
見
届
け
る
利
益
に
関
し
て
は
、
厳
格
な
刑
罰
の
相
当
性
は
必
然
的
に
犯
罪
者
の
有
責
性
に
依
る
。
グ
レ
ッ
グ
判
決
以
降
、
わ
が
法
制
は
一
貫
し
て
、
死
刑
の
言
い
渡
し
を
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
限
定
し
て
き
た
。
普
通
の
殺
人
犯
の
有
責
性
の
程
度
で
は
利
用
可
能
な
最
も
重
い
制
裁
で
あ
る
死
刑
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
精
神
遅
滞
者
の
よ
り
低
い
有
責
性
で
は
、
そ
の
よ
う
な
応
報
刑
罰
を
受
け
る
に
値
し
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
死
刑
に
値
す
る
も
の
だ
け
を
死
刑
に
処
す
る
こ
と
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
限
定
的
な
わ
が
法
制
に
よ
れ
ば
、
精
神
遅
滞
者
の
除
外
は
相
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
抑
止
犯
罪
者
予
備
軍
に
よ
る
死
刑
犯
罪
を
阻
止
す
る
利
益
に
関
し
て
は
、
殺
人
が
事
前
計
画
お
よ
び
熟
慮
の
結
果
（th
e
re
su
lt
o
f
p
re
m
e
d
itatio
n
an
d
d
e
lib
e
ratio
n)
で
あ
る
と
き
に
の
み
死
刑
と
い
う
極
刑
は
抑
止
手
段
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

死
刑
の
抑
止
論
は
、
刑
罰
の
厳
格
性
が
高
ま
れ
ば
犯
罪
行
為
者
は
殺
人
行
為
の
遂
行
を
思
い
と
ど
ま
る
と
い
う
考
え
に
立
脚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
精
神
遅
滞
の
被
告
人
に
は
例
え
ば
、
情
報
を
理
解
処
理
し
、
経
験
か
ら
学
び
、
論
理
的
推
論
を
行
い
、
あ
る
い
は
衝
動
を
抑
制
す
る
能
力
が
減
少
し
て
い
る
た
め
道
徳
的
に
よ
り
低
い
有
責
性
し
か
な
い
（le
ss
m
o
rally
cu
p
ab
le
）
と
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
精
神
遅
滞
者
を
死
刑
か
ら
除
外
し
て
も
精
神
遅
滞
者
で
な
い
犯
罪
者
に
関
し
て
は
死
刑
の
抑
止
効
を
減
少
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
者
は
、
死
刑
除
外
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
依
然
と
し
て
死
刑
の
脅
威
に
直
面
す
る
、
そ
れ
故
、
精
神
遅
滞
者
の
処
刑
は
抑
止
の
目
的
に
何
ら
貢
献
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
を
一
律
に
不
相
当
と
す
る
第
二
の
正
当
化
理
由
は
、
彼
ら
の
限
定
的
能
力
（re
d
u
ce
d
cap
acity
）
に
求
め
ら
れ
る
。
不
相
当
に
死
刑
を
科
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
、
虚
偽
自
白
の
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
精
神
遅
滞
被
告
人
に
は
説
得
的
な
減
軽
事
由
の
立
証
能
力
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
。
訴
追
側
に
は
死
刑
事
件
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
い
立
証
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
か
な
り
の
死
刑
確
定
者
が
放
免
さ
れ
て
い
る
（a
d
istu
rb
in
g
n
u
m
b
e
r
o
f
in
m
ate
s
o
n
d
e
ath
ro
w
h
av
e
b
e
e
n
e
x
o
n
e
rate
d
）
と
い
う
事
実
を
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
放
免
者
（e
x
o
n
e
ratio
n
s
）
の
中
に
は
、
犯
し
て
も
い
な
い
犯
罪
に
つ
い
て
無
意
識
の
ま
ま
自
白
し
た
（u
n
w
ittin
g
ly
co
n
fe
sse
d
）
少
な
く
と
も
一
人
の
精
神
遅
滞
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
精
神
遅
滞
の
被
告
人
は
典
型
的
に
弱
い
証
人
で
あ
る
の
で
、
そ
の
法
廷
で
の
態
度
は
犯
罪
に
対
す
る
後
悔
の
念
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
不
当
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
精
神
遅
滞
の
被
告
人
は
全
体
と
し
て
、
誤
っ
て
処
刑
さ
れ
る
特
段
の
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
死
刑
は
精
神
遅
滞
犯
罪
者
に
対
し
て
は
相
当
な
刑
罰
で
な
い
と
結
論
し
た
立
法
者
の
判
断
に
同
意
し
な
い
理
由
は
な
い
。
精
神
遅
滞
犯
罪
者
の
処
刑
は
死
刑
の
抑
止
目
的
ま
た
は
応
報
目
的
を
あ
る
程
度
促
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
納
得
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

品
性
の
発
展
的
基
準(
e
v
o
lv
in
g
stan
d
ard
s
o
f
d
e
ce
n
cy)
に
照
ら
し
、
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
行
き
過
ぎ(
e
x
ce
ssiv
e)
で
あ
り
、
憲
法
は
精
神
遅
滞
犯
罪
者
の
生
命
を
奪
う
州
の
権
限
に
重
大
な
制
約
を
課
し
て
い
る

と
結
論
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
は
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
は
第
八
修
正
違
反
と
し
た
が
、
精
神
遅
滞
者
の
定
義
は
各
州
の
立
法
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
定
義
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
相
当
数
の
死
刑
が
阻
止
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
死
刑
の
全
面
的
廃
止
へ
の
第
一
歩
と
し
て
注
目
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
、
わ
が
国
の
議
論
に
も
か
な
り
の
影
響
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
)
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６実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
登
場
、
幕
引
き
こ
の
よ
う
に
刑
事
手
続
に
関
す
る
権
利
の
宣
言
を
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
一
連
の
合
衆
国
最
高
裁
判
決
を
介
し
て
今
日
で
は
州
を
も
拘
束
す
る
統
一
的
な
ア
メ
リ
カ
法
が
形
成
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
法
が
わ
が
国
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
は
文
字
通
り
適
正
な
手
続
を
意
味
す
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
手
続
面
の
み
な
ら
ず
実
体
面
に
お
い
て
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
拡
大
解
釈
し
、
多
く
の
社
会
経
済
立
法
を

契
約
の
自
由

に
反
す
る
違
憲
立
法
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
四
修
正
は

法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
ず
に
、
何
人
か
ら
も
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産

を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
と
保
障
し
て
お
り
、
こ
の

自
由

の
中
に
は

契
約
の
自
由

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
登
場
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
三
七
年
の
パ
リ
ッ
シ
ュ
判
決
で
、
一
た
ん
こ
の
よ
う
な
自
由
放
任
的
な
経
済
的
自
由
を
保
障
す
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
考
え
を
放
棄
す
る
が
、
一
九
七
三
年
の
ロ
ウ
判
決
に
お
い
て
女
性
の
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
自
己
決
定
権
を
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
し
て
承
認
し
、
こ
れ
を
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

自
由

に
含
ま
れ
る
と
判
示
し
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
復
活
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
で
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
概
念
自
体
は
わ
が
国
で
も
定
着
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
刑
法
上
の
「
罰
刑
法
定
主
義
の
関
連
原
則
と
し
て
」
(
)
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
高
裁
が
一
九
八
五
年
の
大
法
廷
判
決
に
(
)
お
い
て
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
い
わ
ゆ
る
「
淫
行
」
処
罰
規
定
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
際
に
、
谷
口
政
孝
裁
判
官
は
「
憲
法
三
一
条
は
そ
の
規
範
内
容
と
し
て
実
体
的
適
正
処
罰
の
原
則
を
も
含
ん
で
い
る
」
と
し
た
上
で
、
一
六
歳
以
上
の
年
長
青
少
年
一
般
に
対
す
る
淫
行
処
罰
は
、
こ
の
原
則
に
照
ら
し
違
憲
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
田
宮
裕
教
授
は
、「
こ
の
概
念
自
体
に
共
感
を
お
ぼ
え
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
わ
が
国
で
主
張
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
疑
問
が
あ
る
」
と
し
て
、「
母
法
と
も
い
え
る
ア
メ
リ
カ
法
と
対
比
」
し
実体的デュー・プロセス（一）
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つ
つ
、
両
国
の
間
に
「
大
き
な
差
異
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
(
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
動
向
を
見
定
め
て
お
く
こ
と
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
意
味
内
容
を
正
確
に
把
握
し
、
わ
が
法
の
解
釈
運
用
に
資
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。
四
主
要
判
例
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
〇
五
年
の
ロ
ヒ
ナ
ー
判
決
に
お
い
て
製
パ
ン
業
労
働
者
の
最
高
労
働
時
間
を
規
制
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
第
一
四
修
正
違
反
と
し
た
が
、
一
九
〇
八
年
の
ミ
ュ
ラ
ー
判
決
で
は
洗
濯
作
業
場
に
お
け
る
女
性
労
働
者
の
労
働
時
間
を
規
制
す
る
オ
レ
ゴ
ン
州
法
を
合
憲
と
し
、
一
九
三
八
年
の
パ
リ
ッ
シ
ュ
判
決
で
は
女
性
お
よ
び
未
成
年
者
へ
の
最
低
賃
金
の
設
定
を
認
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
女
性
最
低
賃
金
法
を
第
一
四
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。
以
下
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
い
ず
れ
も
著
名
な
右
三
判
決
に
つ
い
て
、
そ
の
判
示
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。
中
絶
禁
止
立
法
に
関
し
て
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
復
活
さ
せ
た
ロ
ウ
判
決
に
つ
い
て
は
、
胃
ポ
ン
プ
の
強
制
使
用
に
か
か
わ
る
ロ
ー
チ
ン
判
決
と
と
も
に
章
を
改
め
て
紹
介
す
る
。
１
ロ
ヒ
ナ
ー
最
高
労
働
時
間
制
限
法
違
憲
判
決
（
一
九
〇
五
年
）
本
判
決
は
(
)
、
パ
ン
工
場
の
清
潔
さ
お
よ
び
健
康
的
な
作
業
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
工
場
の
排
水
設
備
等
を
規
制
す
る
と
同
時
に
、
製
パ
ン
労
働
者
の
最
高
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
規
制
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
一
八
九
七
年
労
働
法
違
反
事
件
に
つ
き
、
契
約
の
自
由
は
第
一
四
修
正
の
保
障
す
る

自
由

の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
理
由
に
州
法
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
を
明
示
し
た
指
導
的
判
例
で
あ
る
。
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【
事
実
の
概
要
】
上
告
人
ロ
ヒ
ナ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
労
働
法
と
し
て
知
ら
れ
る
一
八
九
七
年
法
の
四
一
五
章
八
条
一
一
〇
項
に
違
反
し
て
労
働
者
を
違
法
に
一
週
間
六
〇
時
間
を
越
え
て
就
労
さ
せ
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
な
お
、
同
一
一
〇
条
は
「
い
か
な
る
労
働
者
も
製
パ
ン
工
場
に
お
い
て
一
週
六
〇
時
間
ま
た
は
一
日
一
〇
時
間
を
越
え
て
就
労
す
る
こ
と
を
契
約
し
ま
た
は
合
意
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ロ
ヒ
ナ
ー
は
郡
裁
判
所
に
お
い
て
軽
罪
（m
isd
e
m
e
an
o
r
）
で
有
罪
と
認
定
さ
れ
、
州
地
裁
お
よ
び
州
最
高
裁
も
こ
れ
を
維
持
し
た
。
(
)
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
五
対
四
で
、
原
判
決
を
破
棄
差
し
戻
し
た
。
【
判
旨
】
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
労
働
法
の
当
該
規
定
は
、「
い
か
な
る
労
働
者
（


）
も
一
日
一
〇
時
間
を
越
え
て
就
労
す
る
こ
と
を
契
約
し
ま
た
は
合
意
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
制
定
法
に
実
質
的
に
相
当
（th
e
su
b
stan
tial
e
q
u
iv
ale
n
t
）
す
る
。
同
法
は
、
合
法
的
な
一
日
の
労
働
時
間
数
を
定
め
る
だ
け
で
な
く
、
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
そ
の
作
業
所
に
お
い
て
一
〇
時
間
を
越
え
て
就
労
す
る
こ
と
を
使
用
者
に
認
め
る
こ
と
を
絶
対
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
労
働
者
は
禁
止
さ
れ
た
時
間
よ
り
多
く
労
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
賃
金
を
得
た
い
と
希
望
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
同
法
は
使
用
者
に
労
働
者
が
そ
の
よ
う
な
賃
金
を
得
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
)
同
法
は
必
然
的
に
、
使
用
者
の
製
パ
ン
工
場
で
の
就
労
時
間
に
関
し
て
使
用
者
と
労
働
者
間
の
契
約
す
る
権
利
に
介
入
し
て
い
る
。
「
自
己
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
契
約
す
る
一
般
的
権
利
は
、
連
邦
（
合
衆
国
）
憲
法
の
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
個
々
人
に
保
護
さ
れ
て
い
る
自
由
の
一
部
（p
art
o
f
th
e
lib
e
rty
）
で
あ
る
。
同
条
項
の
下
で
は
、
い
か
な
る
州
も
法
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
な
し
に
何
人
か
ら
も
生
命
、
自
由
、
ま
た
は
財
産
を
奪
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
労
働
力
を
売
り
、
ま
た
は
買
う
権
利
は
こ
の
修
正
条
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
自
由
の
一
部
で
あ
る
。｣
し
か
し
な
が
ら
、
各
州
の
主
権
下
に
、
や
や
曖
昧
で
は
あ
る
が
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー(
p
o
lice
p
o
w
e
r)
と
呼
ば
れ
る
あ
る
種
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
権
限
は
、
大
雑
把
に
い
え
ば
、
公
共
の
安
全
、
健
康
、
お
よ
び
一
般
的
福
祉
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
財
産
お
よ
び
自
由
は
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
を
行
使
す
る
州
の
権
限
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
合
理
的
規
制
に
服
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
条
件
下
に
お
い
て
は
第
一
四
修
正
違
反
に
は
な
ら
な
い
。
(
)
実体的デュー・プロセス（一）
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そ
れ
故
、
州
に
は
、
個
々
人
が
あ
る
種
の
契
約
を
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
権
限
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
連
邦
憲
法
は
何
ら
の
保
護
を
も
提
供
し
な
い
。
州
が
正
当
な
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
に
よ
っ
て
当
の
契
約
を
禁
止
す
る
権
利
を
有
す
る
と
し
て
も
、
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
(
)
当
裁
判
所
は
多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
権
限
を
認
め
、
そ
の
行
使
を
是
認
し
て
き
た
、
例
え
ば
、
す
べ
て
の
鉱
山
労
働
者
の
就
労
を
一
日
八
時
間
以
内
に
制
限
す
る
ユ
タ
州
法
を
州
の
合
理
的
で
適
切
な
（re
aso
n
ab
le
an
d
p
ro
p
e
r
）
権
限
行
使
と
し
て
支
持
し
て
い
る
。
(
)
も
ち
ろ
ん
、
州
に
よ
る
有
効
な
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
般
的
な
命
題
に
は
争
い
は
な
い
。
こ
の
種
の
立
法
に
か
か
わ
り
が
あ
り
、
連
邦
憲
法
の
保
護
が
求
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
事
案
に
お
い
て
当
然
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
と
し
て
合
理
的
で
適
切
な
行
使
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
個
人
の
自
由
な
い
し
自
己
お
よ
び
家
族
を
養
う
た
め
に
適
切
な
い
し
必
要
と
思
わ
れ
る
労
働
に
関
し
て
契
約
す
る
自
由
へ
の
不
合
理
で
不
必
要
か
つ
恣
意
的
介
入
で
あ
る
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
に
関
し
て
契
約
す
る
自
由
は
そ
れ
に
か
か
わ
る
両
当
事
者
が
含
ま
れ
る
。
一
方
に
労
働
を
売
る
権
利
が
あ
る
の
と
同
じ
く
、
他
方
に
は
労
働
を
買
う
権
利
が
あ
る
。
(
)
問
題
は
、
当
の
法
律
が
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
内
の
権
限
で
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
範
囲
内
の
権
限
と
い
え
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
本
件
州
法
は
、
純
粋
の
労
働
法
と
し
て
（as
a
lab
o
r
law
,
p
u
re
an
d
sim
p
le)
、
有
効
で
あ
る
か
の
問
題
は
、
簡
単
に
片
付
け
う
る
（m
ay
b
e
d
ism
isse
d
in
a
fe
w
w
o
rd
s)
。
製
パ
ン
業
に
お
い
て
、
就
労
時
間
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
の
自
由
ま
た
は
自
由
に
契
約
す
る
権
利
に
介
入
す
る
合
理
的
理
由
は
な
い
。｣
製
パ
ン
労
働
者
が
一
つ
の
階
級
と
し
て
他
の
職
業
に
従
事
す
る
人
と
比
べ
て
、
理
性
お
よ
び
能
力
が
劣
る
と
い
う
主
張
は
な
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
の
判
断
と
行
動
に
介
入
す
る
州
の
保
護
の
手
が
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
権
利
を
主
張
し
、
自
ら
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
主
張
は
な
い
、
健
康
の
問
題
に
は
全
く
言
及
せ
ず
、
純
粋
に
労
働
法
の
見
地
か
ら
眺
め
る
と
、
本
件
の
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よ
う
な
法
律
は
、
公
共
の
安
全
や
道
徳
に
も
、
公
共
の
福
祉
に
も
何
ら
か
か
わ
り
が
な
く
、
公
共
の
利
益
は
そ
の
よ
う
な
制
定
法
に
お
い
て
何
ら
影
響
を
受
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
就
労
時
間
の
制
限
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
範
囲
内
で
は
な
い
。｣
(
)
本
件
の
よ
う
な
法
律
は
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
正
当
な
行
使
で
あ
る
と
し
て
公
共
の
健
康
な
い
し
労
働
者
の
健
康
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
議
会
を
通
過
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
権
限
の
範
囲
内
の
も
の
で
は
な
く
、
無
効
で
あ
る
。
本
件
法
律
は
、
言
葉
の
正
し
い
意
味
で
の
健
康
法
で
は
な
く
、
使
用
者
と
労
働
者
の
双
方
が
最
上
と
考
え
る
就
労
に
関
し
て
契
約
す
る
個
人
の
権
利
へ
の
違
法
な
介
入
で
あ
る
。
(
)
本
件
起
訴
の
根
拠
と
な
り
、
上
告
人
ロ
ヒ
ナ
ー
が
有
罪
と
さ
れ
た
制
定
法
の
条
項
に
定
め
ら
れ
た
就
労
時
間
の
制
限
は
、
真
に
健
康
法
と
し
て
の
同
条
項
に
関
し
て
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
な
労
働
者
の
健
康
に
関
し
直
接
的
で
実
質
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
真
の
目
的
は
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
で
の
就
労
時
間
を
労
働
者
の
健
康
に
と
っ
て
何
ら
現
実
的
で
実
質
的
に
有
害
で
な
い
私
的
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
た
だ
単
に
制
限
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
相
互
に
そ
の
雇
用
関
係
に
お
い
て
契
約
す
る
使
用
者
と
労
働
者
の
自
由
は
、
連
邦
憲
法
の
侵
害
な
し
に
禁
止
し
た
り
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
(
)
２
ミ
ュ
ラ
ー
女
性
洗
濯
作
業
場
労
働
時
間
制
限
法
合
憲
判
決(
一
九
〇
八
年)
本
判
決
は
(
)
、
洗
濯
作
業
場
等
で
の
女
性
労
働
者
の
就
労
時
間
を
制
限
す
る
オ
レ
ゴ
ン
州
法
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
ヒ
ナ
ー
判
決
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
解
釈
論
に
と
ど
ま
ら
ず
法
の
社
会
的
機
能
に
関
す
る
社
会
科
学
的
・
自
然
科
学
的
デ
ー
タ
を
盛
り
込
ん
だ
上
告
趣
意
が
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
（B
ran
d
e
is
b
rie
f
）
と
し
て
有
名
で
、
後
の
人
種
別
学
制
度
の
違
憲
性
を
肯
定
し
た
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
（B
ro
w
n
実体的デュー・プロセス（一）
( )
66
5353
v
.
B
o
ard
o
f
E
d
u
catio
n
,
3
4
7
U
.S
.
4
8
3
）
に
つ
な
が
る
画
期
的
ブ
リ
ー
フ
と
さ
れ
て
お
り
、
経
済
的
自
由
を
強
調
す
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
論
を
完
全
に
否
定
し
た
パ
リ
ッ
シ
ュ
判
決
（
後
出
）
へ
の
過
渡
的
判
例
と
し
て
も
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
オ
レ
ゴ
ン
州
議
会
は
一
九
〇
三
年
二
月
一
九
日
、
最
初
の
一
節
に
以
下
の
文
言
、
す
な
わ
ち

い
か
な
る
女
性
も
、
当
州
で
の
機
械
作
業
所
、
工
場
、
ま
た
は
洗
濯
場
に
お
い
て
、
一
日
一
〇
時
間
を
越
え
て
雇
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

違
反
者
は
軽
罪(
m
isd
m
e
an
o
r)
と
さ
れ
、
一
〇
ド
ル
以
上
二
五
ド
ル
未
満
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
旨
規
定
す
る
法
律
を
制
定
し
た
。
(
)
本
件
上
告
人
ミ
ュ
ラ
ー
は
大
き
な
洗
濯
場
の
経
営
者
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
五
年
九
月
四
日
、
女
性
労
働
者
Ａ
に
対
し
、
同
法
に
違
反
し
て
上
限
を
越
え
て
就
労
さ
せ
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
一
〇
ド
ル
の
罰
金
刑
に
科
せ
ら
れ
た
。
州
最
高
裁
が
こ
れ
を
維
持
し
た
た
め
、
誤
審
令
状(
w
rit
o
f
e
rro
r))
で
合
衆
国
最
高
裁
が
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
)
【
判
旨
】
本
件
で
の
唯
一
の
問
題
は
、
洗
濯
場
で
の
女
性
労
働
者
の
就
労
に
関
し
て
被
告
人
が
有
罪
と
さ
れ
た
前
記
制
定
法
の
合
憲
性
で
あ
る
。
(
)
オ
レ
ゴ
ン
州
法
の
下
で
は
、
女
性
は
、
既
婚
で
あ
る
と
独
身
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
男
性
と
平
等
の
契
約
上
の
権
利
お
よ
び
個
人
的
権
利
（p
e
rso
n
al
rig
h
ts
）
を
有
す
る
。
そ
れ
故
、
選
挙
権
は
別
と
し
て
、
女
性
は
、
個
人
的
、
契
約
上
の
権
利
の
問
題
に
お
い
て
、
他
の
性
（
男
性
）
と
同
一
の
地
位
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
女
性
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
兄
弟
（
男
性
）
の
平
等
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ロ
ヒ
ナ
ー
判
決
に
お
い
て
、
一
週
六
〇
時
間
ま
た
は
一
日
一
〇
時
間
を
越
え
て
パ
ン
工
場
に
お
い
て
就
労
す
る
こ
と
を
労
働
者
に
要
求
ま
た
は
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
る
法
律
を
男
性
に
関
し
て
（as
to
m
e
n
）
州
の
正
当
な
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
と
は
認
め
ず
、
彼
の
就
労
に
関
す
る
個
人
の
契
約
の
権
利
お
よ
び
自
由
を
不
合
理
で
不
必
要
か
つ
恣
意
的
介
入
で
あ
り
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
連
邦
憲
法
と
矛
盾
し
て
お
り
、
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
上
告
人
は
同
判
決
を
本
件
問
題
に
関
し
て
決
定
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
両
性
間
の
相
違
を
理
由
に
各
別
の
就
労
時
間
制
限
を
す
る
こ
と
は
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
(
)
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本
件
に
お
い
て
、
憲
法
問
題
を
検
討
す
る
前
に
、
司
法
以
外
の
意
見
お
よ
び
立
法
過
程
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。
ル
イ
ス
・
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
氏
（M
r.
L
o
u
is
D
.
B
ran
d
e
is
）
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
本
件
上
告
趣
意
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
す
べ
て
に
つ
い
て
き
わ
め
て
多
数
の
資
料
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
旨
は
脚
注
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
(
)
脚
注
で
引
用
す
る
立
法
や
判
例
は
、
技
術
的
に
は
、
先
例
（au
th
o
ritie
s
）
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
身
体
的
構
造
、
お
よ
び
女
性
が
そ
の
結
果
果
た
し
て
い
る
機
能
に
よ
っ
て
、
女
性
が
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
条
件
を
制
限
な
い
し
限
定
す
る
特
別
な
立
法
は
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
広
汎
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
憲
法
問
題
は
、
た
と
え
現
在
の
世
論
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
広
汎
か
つ
継
続
的
な
見
解
は
検
討
に
値
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
知
識
の
事
柄
に
つ
い
て
裁
判
所
に
よ
る
確
知
（ju
d
icial
co
g
n
izan
ce
）
を
行
う
。
(
)
一
再
な
ら
ず
当
裁
判
所
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
契
約
す
る
一
般
的
権
利
は
連
邦
憲
法
の
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
個
人
の
自
由
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
な
く
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
由
は
絶
対
的
で
な
く
、
す
べ
て
の
契
約
に
及
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
州
は
、
第
一
四
修
正
の
条
項
に
違
反
す
る
こ
と
な
し
に
、
多
く
の
点
に
お
い
て
、
個
々
人
の
契
約
の
自
由
を
制
限
で
き
る
こ
と
も
同
様
に
十
分
に
確
立
し
て
い
る
。｣
(
)
「
女
性
の
身
体
的
構
造
お
よ
び
そ
の
母
性
機
能
の
役
割
の
た
め
、
女
性
は
生
活
の
糧
（su
b
siste
n
ce
）
を
得
る
た
め
の
闘
い
に
お
い
て
よ
り
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
、
母
と
し
て
の
負
担
（th
e
b
u
rd
e
n
s
o
f
m
o
th
e
rh
o
o
d
）
が
女
性
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
真
実
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の
よ
う
な
負
担
が
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の
医
学
的
証
言
に
よ
れ
ば
、
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
長
時
間
の
立
ち
仕
事
は
、
身
体
に
有
害
で
あ
り
、
そ
し
て
健
康
な
母
親
が
健
康
な
子
女
に
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
に
、
女
性
の
身
体
的
健
全
は
、
種
族
の
強
健
と
活
力
（th
e
stre
n
g
th
an
d
v
ig
o
r
）
を
維
持
す
る
た
め
に
、
公
の
利
益
お
よ
び
配
慮
の
対
象
と
な
る
。
(
)
」
さ
ら
に
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
女
性
は
常
に
男
性
に
依
存
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
、
男
性
は
当
初
、
そ
の
す
ぐ
れ
実体的デュー・プロセス（一）
( )
64
5555
た
身
体
的
強
靭
さ
に
よ
っ
て
支
配
を
確
立
し
た
、
そ
し
て
そ
の
支
配
は
様
々
の
形
態
に
お
い
て
、
そ
の
程
度
は
弱
ま
っ
て
は
い
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
女
性
は
、
そ
れ
と
同
一
の
範
囲
で
は
な
い
が
未
成
年
者
の
よ
う
に
、
そ
の
権
利
を
保
持
す
る
に
は
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
教
育
は
長
ら
く
女
性
に
否
定
さ
れ
て
き
た
、
そ
し
て
今
日
で
は
学
校
の
門
戸
は
開
放
さ
れ
て
女
性
の
知
識
を
獲
得
す
る
機
会
は
大
き
く
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
問
題
に
対
す
る
能
力
も
次
第
に
高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
生
活
の
糧
を
得
る
闘
い
に
お
い
て
女
性
は
そ
の
兄
弟
（
男
性
）
と
平
等
な
競
争
者
で
は
な
い
と
い
う
の
が
今
な
お
真
実
で
あ
る
。
む
ろ
ん
例
外
は
あ
り
、
ま
た
女
性
に
は
男
性
よ
り
有
利
な
点
も
多
く
あ
る
が
、
生
活
に
お
い
て
独
立
の
地
位
を
維
持
す
る
努
力
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
女
性
は
男
性
と
平
等
で
は
な
い
。「
女
性
は
な
お
そ
の
兄
弟
（
男
性
）
を
あ
て
に
し
、
男
性
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
目
を
閉
ざ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
政
治
的
、
個
人
的
、
契
約
上
の
権
利
に
関
す
る
す
べ
て
の
障
害
が
取
り
払
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
し
て
女
性
が
、
制
定
法
に
関
す
る
限
り
、
男
性
と
完
全
に
平
等
な
平
面
（p
lan
e
）
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
女
性
は
男
性
に
依
存
し
保
護
を
求
め
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
（so
co
n
stitu
te
d
）
と
い
う
の
は
な
お
真
実
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
女
性
の
身
体
的
構
造
と
母
性
機
能
の
適
切
な
遂
行
を
理
由
に
単
に
女
性
の
健
康
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
種
族
の
福
利
（w
e
llb
e
in
g
）
の
観
点
か
ら
男
性
の
熱
情
（p
assio
n
）
と
強
欲
（g
re
e
d
）
か
ら
女
性
を
保
護
す
る
立
法
は
正
当
化
さ
れ
る
。
本
件
制
定
法
が
女
性
の
契
約
上
の
権
限
を
制
限
し
、
就
労
時
間
に
関
し
使
用
者
と
合
意
す
る
権
限
を
制
限
し
て
い
る
の
は
、
単
に
女
性
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
の
利
益
の
た
め
で
あ
る
。
両
性
は
、
身
体
的
構
造
に
お
い
て
、
各
人
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
機
能
に
お
い
て
、
肉
体
的
強
さ
の
程
度
に
お
い
て
、
長
時
間
の
労
働
能
力
と
り
わ
け
立
ち
仕
事
で
の
労
働
に
よ
る
将
来
の
種
族
の
福
利
へ
の
影
響
に
お
い
て
生
活
の
糧
を
得
る
闘
い
を
維
持
す
る
能
力
に
お
い
て
、
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
男
女
の
相
違
に
よ
っ
て
立
法
上
の
相
異
な
る
取
扱
い
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
女
性
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
負
担
の
い
く
つ
か
を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
そ
れ
が
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
)
｣
オ
レ
ゴ
ン
州
で
の
女
性
へ
の
選
挙
権
否
定
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
女
性
の
男
性
と
の
政
治
的
平
等
の
欠
如
を
示
す
も
の
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で
は
あ
る
が
、
本
件
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
件
は
よ
り
深
い
理
由
に
基
づ
い
て
お
り
、「
両
性
間
の
内
在
的
相
違
、
お
よ
び
両
性
が
果
た
す
生
活
に
お
け
る
相
異
な
る
機
能
に
基
づ
い
て
い
る
。｣
(
)
以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
ロ
ヒ
ナ
ー
判
決
の
い
か
な
る
点
を
も
問
題
に
す
る
こ
と
な
く｣
、
本
件
州
法
は
、
洗
濯
作
業
場
で
の
女
性
労
働
者
に
関
す
る
限
り
、
連
邦
憲
法
に
違
反
し
な
い
と
の
意
見
で
あ
り
、
オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
判
決
を
維
持
す
る
。
(
)
３
パ
リ
ッ
シ
ュ
女
性
最
低
賃
金
法
合
憲
判
決
（
一
九
三
七
年)
本
判
決
は
(
)
、
女
性
お
よ
び
未
成
年
者
の
た
め
の
最
低
賃
金
を
定
め
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
女
性
最
低
賃
金
法
に
つ
き
、
各
種
社
会
経
済
立
法
を
第
一
四
修
正
違
反
と
し
た
従
前
の
判
決
と
は
異
な
り
、
そ
の
合
憲
性
を
正
面
か
ら
肯
定
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
幕
引
き
な
い
し
ロ
ヒ
ナ
ー
判
決
の
終
焉
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
女
性
お
よ
び
未
成
年
者
へ
の
最
低
賃
金
を
定
め
る
権
限
を
付
与
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の

女
性
最
低
賃
金
法
（M
in
im
u
m
W
ag
e
s
fo
r
W
o
m
e
n)

と
名
付
け
ら
れ
た
法
律
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
が
そ
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
権
限
を
行
使
し
て
、
不
相
当
な
賃
金
お
よ
び
不
衛
生
な
労
働
条
件
は
女
性
お
よ
び
未
成
年
者
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
宣
言
し
た
上
で
、
そ
の
生
計
維
持
（m
ain
te
n
an
ce
）
に
相
当
で
な
い
（n
o
t
ad
e
q
u
ate
）
賃
金
で
女
性
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
を
違
法
と
し
た
。
同
法
は
さ
ら
に
、
女
性
労
働
者
ら
の
賃
金
お
よ
び
労
働
条
件
を
確
認
す
る
た
め
の
「
産
業
福
祉
委
員
会｣
の
設
立
を
要
求
し
、
同
委
員
会
が
女
性
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
が
労
働
者
と
し
て
の
健
康
を
維
持
し
、
生
計
維
持
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
提
供
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
認
定
す
れ
ば
、
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
と
と
も
に
使
用
者
と
労
働
者
か
ら
成
る
会
議
を
召
集
す
る
権
限
が
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
そ
し
て
同
会
議
は
、
そ
の
要
請
に
よ
り
同
委
員
会
に
対
し
上
記
の
目
的
に
相
当
な
最
低
賃
金
を
算
定
し
、
同
委
員
会
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
勧
告
に
基
づ
き
最
低
賃
金
決
定
命
令
を
発
す
る
の
が
同
委
員
会
の
義
務
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
本
件
上
告
人
は
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
い
た
。
被
上
告
人
パ
リ
ッ
シ
ュ
は
部
屋
係
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
現
に
支
払
わ
れ
実体的デュー・プロセス（一）
( )
62
5757
た
賃
金
と
州
法
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
最
低
賃
金
と
の
差
額
を
支
払
う
よ
う
求
め
て
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
。
最
低
賃
金
は
一
週
間
四
八
時
間
で
一
四
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
だ
っ
た
。「
上
告
人
は
州
法
を
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
争
っ
た
。｣
州
最
高
裁
は
、
州
地
裁
の
判
決
を
破
棄
し
て
同
法
の
有
効
性
を
確
認
し
、
申
立
人
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
。
ホ
テ
ル
側
が
上
告
し
た
た
め
、
合
衆
国
最
高
裁
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
(
)
【
判
旨
】
上
告
人
は
、
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
下
で
攻
撃
さ
れ
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
最
低
賃
金
法
を
無
効
と
し
た
当
裁
判
所
の
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
（A
d
k
in
s
v
.
C
h
ild
re
n
’s
H
o
sp
ital,
2
6
1
U
.S
.
5
2
5
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
被
上
告
人
側
代
理
人
は
口
頭
弁
論
で
、
被
上
告
人
は
ホ
テ
ル
で
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
ホ
テ
ル
業
（b
u
sin
e
ss
o
f
in
n
k
e
e
p
e
r
）
は
公
の
利
益
に
か
か
わ
り
が
あ
る
と
の
理
由
で
、
本
件
と
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
と
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
両
者
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
明
ら
か
に
徒
労
で
あ
っ
た
、
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
で
一
括
審
理
さ
れ
た
一
件
で
の
労
働
者
は
ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
係
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
女
性
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
)
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
は
、
同
州
の
最
低
賃
金
法
を
支
持
し
た
。
同
法
は
州
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
合
理
的
行
使
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
結
論
を
下
す
際
に
、
州
裁
判
所
は
、
第
一
四
修
正
の
適
用
に
際
し
当
裁
判
所
で
長
年
確
立
し
て
き
た
原
理
を
採
用
し
た
。
州
裁
判
所
は
、
決
定
的
先
例
と
し
て
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
で
の
判
断
を
考
慮
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
そ
の
前
後
に
下
さ
れ
た
諸
判
決
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
立
場
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
州
裁
判
所
の
や
り
方
は
、
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
の
再
検
討
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
問
題
の
重
要
性
に
鑑
み
、
本
件
で
判
断
を
下
す
際
に
、
問
題
を
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
(
)
「
わ
れ
わ
れ
の
判
断
を
支
配
す
る
原
理
に
は
疑
い
が
な
い
。
本
件
で
採
用
さ
れ
て
い
る
憲
法
上
の
規
定
は
、
州
を
規
制
す
る
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
で
あ
り
、
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
で
採
用
さ
れ
た
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
連
邦
議
会
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
事
案
に
お
い
て
も
、
女
性
に
対
す
る
最
低
賃
金
法
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
憲
法
違
反
は
、
契
約
の
自
由
の
剥
奪
で
あ
る
。
こ
の
自
由
と
は
何
か
。
憲
法
は
契
約
の
自
由
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
。
憲
法
は
自
由
に
つ
い
て
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語
り
、
法
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
な
し
に
自
由
を
剥
奪
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
自
由
は
い
ず
れ
の
文
言
に
お
い
て
も
、
歴
史
お
よ
び
内
容
（co
n
n
o
tatio
n
）
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
護
さ
れ
る
自
由
は
、
人
民
の
健
康
、
安
全
、
道
徳
お
よ
び
福
祉
を
脅
か
す
害
悪
に
対
し
法
律
の
保
護
を
要
求
す
る
社
会
組
織
に
お
け
る
自
由
で
あ
る
。
憲
法
の
下
で
の
自
由
は
、
そ
れ
故
、
必
然
的
に
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
制
約
に
服
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
対
象
と
の
関
係
で
合
理
的
で
あ
り
、
か
つ
社
会
の
利
益
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
の
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
(
)
｣
こ
の
よ
う
な
自
由
の
不
可
欠
的
規
制
は
一
般
に
、
と
り
わ
け
契
約
の
自
由
を
規
制
す
る
権
限
に
か
か
わ
る
多
く
の
事
例
が
あ
り
、
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
契
約
に
関
し
て
か
か
る
権
限
が
行
使
さ
れ
う
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
鉱
山
で
の
就
労
を
一
日
八
時
間
に
限
定
す
る
法
律
等
が
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
(
)
こ
の
よ
う
に
確
立
さ
れ
た
原
理
は
、
国
家
が
そ
の
保
護
に
特
別
な
利
益
を
有
す
る
女
性
の
雇
用
に
関
し
て
と
り
わ
け
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
州
の
女
性
の
就
労
時
間
を
制
限
す
る
権
限
を
是
認
し
た
一
九
〇
八
年
の
ミ
ュ
ラ
ー
判
決
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

女
性
の
肉
体
的
構
造
お
よ
び
母
性
機
能
の
役
割
が
生
計
維
持
の
闘
い
に
お
い
て
女
性
を
不
利
な
立
場
に
置
く

こ
と
を
強
調
し
、
女
性
が
契
約
す
る
権
利
を
保
持
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
を
苦
難
（o
p
p
re
ssio
n
）
か
ら
保
護
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
そ
の
後
の
判
例
に
お
い
て
、
工
場
、
ホ
テ
ル
、
病
院
で
の
女
性
の
就
労
時
間
の
制
限
を
是
認
し
て
い
る
。
(
)
こ
の
よ
う
な
多
く
の
先
例
お
よ
び
原
理
は
、
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
に
お
い
て
反
対
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
裁
判
官
た
ち
に
よ
っ
て
、
最
低
賃
金
法
の
是
認
を
要
求
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
最
低
賃
金
と
最
高
労
働
時
間
と
を
区
別
す
る
法
廷
意
見
の
妥
当
性
に
つ
き
と
く
に
争
わ
れ
、
こ
の
争
い
は
今
な
お
続
い
て
お
り
、
何
ら
満
足
の
い
く
回
答
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
州
が
議
会
を
通
過
さ
せ
た
最
低
賃
金
法
は
、
州
の
広
大
な
保
護
権
限
の
限
界
を
越
え
て
い
る
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
(
)
ワ
シ
ン
ト
ン
州
制
定
法
の
下
で
支
払
わ
れ
る
べ
き
最
低
賃
金
は
、
使
用
者
、
労
働
者
お
よ
び
公
益
の
代
表
者
が
十
分
に
検
討
し
た
上
実体的デュー・プロセス（一）
( )
60
5959
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
額
は
、
特
定
の
職
業
に
お
い
て
通
常
の
状
況
下
に
行
わ
れ
る
業
務
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
完
全
に
業
務
を
行
い
え
な
い
女
性
の
場
合
に
は
よ
り
低
い
賃
金
で
の
特
別
許
可
を
定
め
る
規
定
が
あ
る
。
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
に
お
け
る
ホ
ウ
ム
ズ
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
適
切
に
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
法
律
は
何
人
に
対
し
て
も
支
払
い
を
一
切
強
制
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
単
に
健
康
で
生
き
る
権
利
（rig
h
t
liv
in
g
）
の
最
低
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
た
額
よ
り
も
低
い
額
の
支
払
い
を
使
用
者
に
禁
止
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
が
論
理
的
（so
u
n
d
）
で
あ
り
、
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
は
州
に
よ
る
使
用
者
と
労
働
者
と
の
関
係
の
規
制
に
関
す
る
原
理
の
適
用
か
ら
の
逸
脱
（d
e
p
artu
re
）
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
原
理
は
、
そ
の
後
の
判
決
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
(
)
女
性
の
健
康
お
よ
び
そ
の
無
法
な
雇
用
か
ら
女
性
を
保
護
す
る
こ
と
よ
り
も
公
の
利
益
に
関
連
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
。
そ
し
て
女
性
の
保
護
が
州
の
権
限
行
使
の
正
当
な
目
的
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
生
存
の
必
要
そ
の
も
の
に
見
合
う
べ
く
公
正
に
定
め
ら
れ
た
最
低
賃
金
の
支
払
い
の
要
求
が
、
そ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
の
許
容
で
き
る
手
段
で
な
い
と
ど
う
し
て
言
え
る
の
か
。
州
の
立
法
府
は
明
ら
か
に
、
雇
用
に
お
け
る
女
性
の
立
場
を
検
討
し
、
女
性
が
最
も
低
い
賃
金
し
か
得
ら
れ
な
い
階
級
に
あ
り
、
そ
の
購
買
能
力
は
相
対
的
に
弱
く
、
女
性
は
容
易
に
そ
の
苦
境
に
つ
け
込
も
う
と
す
る
人
た
ち
の
犠
牲
に
な
る
と
い
う
事
実
を
検
討
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
立
法
府
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
費
に
も
見
合
わ
な
い
ほ
ど
の
不
十
分
な
（in
su
fficie
n
t
to
m
e
e
t
th
e
b
are
co
st
o
f
liv
in
g
）
低
額
の
賃
金
に
押
え
て
労
働
者
を
搾
取
す
る
搾
取
制
度
（sw
e
atin
g
sy
ste
m
）
の
弊
害
を
除
去
す
る
手
段
を
採
用
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
多
く
の
州
が
類
似
の
州
法
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
か
か
る
弊
害
の
存
在
お
よ
び
そ
れ
を
規
制
す
る
手
段
に
関
す
る
根
深
い
確
信
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
)
最
近
の
経
済
的
経
験
に
よ
れ
ば
、
購
買
能
力
に
関
し
て
不
平
等
な
立
場
に
あ
り
、
生
活
賃
金
の
否
定
に
対
し
相
対
的
に
無
力
な
労
働
者
階
級
の
搾
取
は
、
彼
ら
の
健
康
や
福
利
に
有
害
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
扶
養
の
た
め
に
共
同
社
会
に
直
接
の
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
が
賃
金
で
失
う
も
の
を
納
税
者
が
支
払
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
、
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
費
は
確
保
さ
れ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
件
立
法
は
、
男
性
に
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
恣
意
的
差
別
（arb
itrary
d
iscrim
in
atio
n
）
で
あ
る
と
の
主
張
も
通
用
し
な
い
（u
n
av
ailin
g)
。
立
法
府
は
自
由
に
害
悪
を
認
識
し
、
そ
の
必
要
性
が
最
も
明
白
な
ク
ラ
ス
に
そ
の
適
用
を
制
限
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
周
知
の
原
理
は
繰
り
返
し
、
女
性
だ
け
を
選
別
す
る
立
法
で
適
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
相
対
的
な
必
要
性
は
立
法
府
の
判
断
す
る
事
柄
で
あ
る
。
(
)
わ
れ
わ
れ
の
結
論
は
、
ア
ド
キ
ン
ズ
判
決
は
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
は
事
実
上
す
で
に
変
更
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
の
判
決
を
維
持
す
る
。
(
)
〔注〕
(
１)
田
宮
裕
「
日
本
の
刑
事
裁
判
そ
の
近
代
化
と
現
代
化
」
立
教
法
学
五
〇
号
一
九
頁
（
一
九
九
八
年)
、
後
に
田
宮
裕
『
変
革
の
中
の
刑
事
法』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
二
九
頁
以
下
所
収
。
(
２)
例
え
ば
、
小
早
川
義
則
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
論
の
再
構
築
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
八
号
二
五
頁
（
一
九
九
九
年)
、｢
黙
秘
権
行
使
と
不
利
益
推
認
の
禁
止
」
井
戸
田
侃
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
転
換
期
の
刑
事
法
学
』(
現
代
人
文
社
、
一
九
九
九
年)
、｢
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
動
向
（
一
ー
六)
」
名
城
法
学
四
九
巻
三
号
〜
五
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
三
年)
、
｢
共
犯
者
の
自
白
と
証
人
審
問
権
」
梶
田
英
雄
＝
守
屋
克
彦
判
事
退
官
記
念
論
文
集
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
〇
〇
年)
、「
米
連
邦
最
高
裁
ミ
ラ
ン
ダ
を
再
確
認
」
現
代
刑
事
法
二
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年)
、「
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
の
意
義
と
限
界
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
を
契
機
に
」
名
城
法
学
五
〇
巻
別
冊
（
二
〇
〇
〇
年)
、(
合
衆
国
最
高
裁
判
例
解
説)
「
共
犯
者
の
公
判
廷
外
供
述
と
証
人
審
問
権
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
〇
年
Ⅰ
号
、（
著
書
紹
介)
「
新
た
な
る
ミ
ラ
ン
ダ
論
争
の
展
開
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
〇
年
Ⅰ
号
、（
座
談
会)
「
ミ
ラ
ン
ダ
の
射
程
デ
ィ
カ
ソ
ン
判
決
の
意
義
と
日
本
法
へ
の
示
唆
｣
現
代
刑
事
法
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年)
、「
排
除
法
則
と

稀
釈
法
理

の
例
外
（
一
ー
三
・
完)
」
名
城
法
学
五
〇
巻
一
＝
二
号
〜
五
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年)
、「
毒
樹
の
果
実
排
除
と
反
覆
自
白
の
許
容
性
」
光
藤
景
皎
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
論
文
集
下
巻
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
一
年)
、「
排
除
法
則
と
ハ
ー
ム
レ
ス
・
エ
ラ
ー
の
法
理
」
名
城
法
学
五
二
巻
二
＝
三
号
（
二
〇
〇
三
年)
、「
合
衆
国
最
高
裁
と
日
本
法
刑
事
手
続
を
中
心
に
」
桃
山
法
学
創
刊
号
（
二
〇
〇
三
年)
、「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
司
法
（
答
弁
）
取
引
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
中
心
に
」
桃
山
法
学
二
実体的デュー・プロセス（一）
( )
58
6161
号
（
二
〇
〇
三
年)
、「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
を
契
機
と
し
て
」
桃
山
法
学
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
等
が
あ
る
。
(
３)
例
え
ば
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ス
カ
リ
ア
（
吉
田
仁
美
訳)
「
裁
判
官
任
命
の
危
機
そ
の
原
因
と
解
説
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
三
年
Ⅰ
号
七
〇
頁
、
七
五
〜
七
六
頁
参
照
。
(
４)
最
一
小
決
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
三
日
・
刑
集
三
四
巻
五
号
三
〇
〇
頁
、
判
例
時
報
九
八
〇
号
一
七
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
二
四
号
五
二
頁
。
(
５)
稲
田
輝
明
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
昭
和
五
五
年
度
一
八
七
頁
引
用
の
参
考
文
献
参
照
。
(
６)
小
早
川
義
則
「
強
制
採
尿
の
適
否
と
ア
メ
リ
カ
法
の
動
向
」
矢
野
勝
久
教
授
還
暦
祝
賀
『
現
代
に
お
け
る
法
と
行
政』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
）
五
三
五
頁
、
五
九
一
頁
。
な
お
、
小
早
川
義
則
「
強
制
採
尿
の
適
法
性
」
憲
法
判
例
百
選
[
第
二
版]
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
号
）
二
一
六
頁
以
下
（
一
九
八
八
年)
、
同
「
弾
丸
摘
出
手
術
の
適
否
ア
メ
リ
カ
法
に
つ
い
て
」
名
城
法
学
三
七
巻
別
冊
三
八
一
頁
以
下
（
一
九
八
八
年
）
な
お
、
強
制
採
尿
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
小
早
川
義
則
「
合
衆
国
最
高
裁
と
日
本
法
」
桃
山
法
学
創
刊
号
（
五
一
）
頁
以
下
参
照
（
二
〇
〇
三
年)
。
(
７)
C
o
m
m
e
n
t
（M
artin
B
ah
l
）
T
h
e
S
ixth
A
m
en
d
m
en
t
a
s
C
on
stitu
tion
a
l
T
h
eory:
D
oes
O
rigin
a
lism
R
equ
ire
th
a
t
M
a
ssia
h
b
e
A
b
a
n
d
on
ed
?,
8
2
J.C
rim
.
&
C
rim
in
o
lo
g
y
4
2
4
,
at
4
2
5
42
6
(
1
9
9
1)
.
(
８)
訳
文
は
、
主
と
し
て
野
坂
泰
司
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
」
樋
口
陽
一
＝
吉
田
善
明
編
『
概
説
世
界
憲
法
集
[
第
三
版]』
（
一
九
九
四
年
）
五
七
頁
以
下
に
よ
る
。
(
９)
G
id
e
o
n
v
.
W
ain
w
rig
h
t,
3
7
2
U
.S
.
3
3
5
(
1
9
6
3)
.
(
)
M
ap
p
v
.
O
h
io
,
3
6
7
U
.S
.
6
4
3
(
1
9
6
1)
.
(
)
M
allo
y
v
.
H
o
g
an
,
3
7
8
U
.S
.
1
(
1
9
6
4)
.
(
)
P
o
in
te
r
v
.
T
e
x
as,
3
8
0
U
.S
.
4
0
0
(
1
9
6
5)
.
(
)
W
ash
in
g
to
n
v
.
T
e
x
as,
3
8
8
U
.S
.
1
4
(
1
9
6
7)
.
(
)
In
re
O
liv
e
r,
3
3
3
U
.S
.
2
5
7
(
1
9
6
8)
.
K
lo
p
fe
r
v
.
N
o
rth
C
aro
lin
a,
3
8
6
U
.S
.
2
1
3
(
1
9
6
7)
.
D
u
n
can
v
.
L
o
u
isian
a,
3
9
1
U
.S
.
1
4
5
(
1
9
6
8)
.
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()
B
e
n
to
n
v
.
M
ary
lan
d
,
3
9
5
U
.S
.
7
8
4
(
1
9
6
9)
.
(
)
R
o
b
in
so
n
v
.
C
alifo
rn
ia,
3
7
0
U
.S
.
6
6
0
(
1
9
6
2)
.
(
)
最
大
判
平
成
七
年
二
月
二
二
日
・
刑
集
四
九
巻
一
号
一
頁
。
(
)
田
宮
裕
「
刑
事
免
責
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ア
メ
リ
カ
法
と
日
本
の
距
離
｣
鈴
木
義
男
先
生
古
稀
祝
賀
『
ア
メ
リ
カ
刑
事
法
の
諸
相
』
（
成
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
五
三
一
頁
、
同
「
変
革
の
な
か
の
刑
事
法
戦
後
刑
事
法
学
は

異
端

だ
っ
た
の
か
」
松
尾
浩
也
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
上
巻
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
頁
、
小
田
中
聰
樹
「
憲
法
的
思
考
の
後
退
と
復
権
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
八
号
（
一
九
九
九
年
）
一
五
頁
参
照
。
(
)
い
わ
ゆ
る
主
要
な
先
進
国
の
中
で
死
刑
制
度
を
存
置
し
て
い
る
の
は
米
国
と
日
本
の
二
国
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
団
藤
重
光
元
最
高
裁
判
事
は
「
先
進
諸
国
の
中
で
死
刑
廃
止
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
の
は
、
も
は
や
、
わ
が
国
だ
け
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
わ
が
国
と
並
び
「
ア
メ
リ
カ
が
死
刑
廃
止
条
約
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
の
は
」
州
法
へ
の
原
則
不
介
入
と
い
う
建
国
以
来
の
連
邦
主
義
の
伝
統
に
よ
る
「
特
殊
事
情｣
が
あ
る
か
ら
で
、
わ
が
国
と
は
事
情
を
異
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
り
（
団
藤
重
光
「
死
刑
廃
止
論
[
第
七
版]｣
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年)
七
五
頁
以
下
参
照)
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
合
衆
国
最
高
裁
が
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
成
立
後
も
六
〇
有
余
年
に
わ
た
り
州
の
刑
事
訴
追
へ
の
憲
法
に
よ
る
介
入
を
拒
否
し
続
け
た
の
は
同
じ
く
連
邦
主
義
の
伝
統
と
い
う
「
特
殊
事
情
」
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
四
州
が
完
全
に
死
刑
を
廃
止
し
、
連
邦
の
ほ
か
死
刑
を
復
活
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
含
め
三
八
法
域
で
死
刑
が
存
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
連
邦
の
刑
事
訴
追
は
一
小
部
分
（
お
よ
そ
〇
・
四
％)
」
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
圧
倒
的
部
分
（
お
よ
そ
九
九
・
六
％
）
は
州
の
刑
事
訴
追
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。C
f.
R
in
g
v
.
A
rizo
n
a,
1
2
2
S
.C
t.
2
4
2
8
,
at
2
4
4
9
(
d
isse
n
tin
g
o
p
in
io
n
o
f
O
’C
o
n
n
e
r
J.)
(
2
0
0
2)
.
連
邦
主
義
の
伝
統
は
重
く
、
ア
メ
リ
カ
法
を
論
ず
る
上
で
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
(
)
W
illiam
J.
B
re
n
n
an
,
Jr.,
T
h
e
B
ill
of
R
igh
ts
a
n
d
th
e
S
ta
tes,
3
6
N
.Y
.U
.L
.
R
e
v
.
7
6
1
,
at
7
6
1
	76
2
(
1
9
6
1)
.
(

)
Id
.
at
7
6
2
.
(
)
Id
.
at
7
6
3
	
7
6
4
.
(
)
Id
.
at
7
6
4
	
7
6
6
.
(
)
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.
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7
6
8
	
7
6
9
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( ) Hugo L. Black, The Bill of Rights, 3 5 N.Y.U.L.Rev 865, at 867 868 (1960). な お 、 ウ ォ ル タ ー ・ ロ ー リ 卿 に つ き 、
小 早 川 「 Ｎ Ｙ ロ ー ス ク ー ル 断 想 」 （ 成 文 堂 、 二 〇 〇 四 年 ) 一 二 頁 参 照 。
( ) Charles Fairman, Does the Fourteenth Amendment Incorporate the Bill of Rights ?, 2 Stanford L.Rev. 5 (1944).
( ) Duncan v. Louisiana, 391 U.S. 145 (1968).
( ) Id. at 162 163.
( ) Id. at 164 165.
( ) Id. at 167 168.
( ) Id. at 168 169.
( 	) Id. at 170.
( 
) Id. at 171 172.
( ) Id. at 172 173.
( ) Id. at 183 184.
( ) Id. at 193.
( ) ち な み に 、 後 述 の よ う に 、 第 八 修 正 の  残 虐 で 異 常 な 刑 罰  の 意 味 内 容 に つ い て は 「 品 性 の 発 展 的 基 準
（evolving standards of decency) 」 に よ っ て 判 断 さ れ る こ と が 判 例 法 上 確 立 し て い る 。 本 稿 四 五 頁 以 下 参 照 。
( ) 最 一 小 判 昭 和 五 三 年 九 月 七 日 ・ 刑 集 三 二 巻 六 号 一 六 七 二 頁 。
( ) 最 三 小 判 平 成 一 五 年 三 月 一 四 日 ・ 刑 集 五 七 巻 二 号 一 二 一 頁 。 本 判 決 に つ き 、 特 集 「 排 除 法 則 の 課 題 と 展 望 」 現 代
刑 事 法 五 巻 一 号 （ 二 〇 〇 三 年 ） 所 掲 の 諸 論 稿 の ほ か 、 石 井 一 正 「 最 新 重 要 判 例 評 釈 （ 一 〇 八 ) 」 現 代 刑 事 法 六 巻 四
号 七 二 頁 （ 二 〇 〇 四 年 ) 、 香 川 喜 八 郎 「 違 法 排 除 法 則 の 新 た な 展 開 」 亜 細 亜 法 学 三 八 巻 二 号 一 頁 （ 二 〇 〇 四 年 ） 等
が あ る 。
( ) Weeks v. United States, 232 U.S. 383 (1914).
( ) Mapp v. Ohio, 367 U.S. 643 (1961).
( ) United States v. Calandra, 414 U.S. 338 (1974).
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( ) Stone v. Powell, 428 U.S. 465 (1976).
( ) United States v. Leon, 466 U.S 897 ; Massachusetts v. Sheppard, 468 U.S. 981 (1984).
( ) Silverthorne Lumber Co., v. United States, 251 U.S. 385 (1920).
( ) Nardone v. United States, 308 U.S 338 (1939).
( ) Wong Sun v. United States, 371 U.S 471 (1963).
( ) Nix v. Williams, 467 U.S. 431 (1984).
( ) Murray v. United States, 487 U.S. 533 (1988).
( ) Schmerber v. California, 384 U.S. 757 (1966).
( 	) 最 一 小 判 平 成 九 年 一 月 三 〇 日 ・ 刑 集 五 一 巻 一 号 三 三 五 頁 。 な お 、 本 判 決 に つ き 、 小 早 川 義 則 「 呼 気 検 査 」 刑 事 訴
訟 法 判 例 百 選 [ 第 七 版 ] （ 別 冊 ジ ュ リ ス ト 一 四 八 号 ） 六 八 頁 参 照 。
( 
) Miranda v. Arizona, 384 U.S. 436 (1966). ミ ラ ン ダ 判 決 に つ き 詳 し く は 、 小 早 川 義 則 「 ミ ラ ン ダ と 被 疑 者 取 調 べ ｣
（ 成 文 堂 、 一 九 九 五 年 ） 参 照 。 な お 、 小 早 川 義 則 「 ミ ラ ン ダ と テ リ ー と の 交 錯 」 名 城 法 学 四 五 巻 一 号 （ 一 九 九 五 年 ）
二 七 頁 、 同 「 被 疑 者 の 取 調 べ と 弁 護 人 立 会 権 」 英 米 判 例 百 選 [ 第 三 版 ] （ 一 九 九 六 年 ) （ 別 冊 ジ ュ リ ス ト 一 二 九 号 ）
一 一 四 頁 参 照 。
( ) Harris v. New York, 401 U.S. 222 (1971).
( ) Michigan v. Tucker, 417 U.S. 433 (1974).
( ) New York v. Quarles, 467 U.S. 649 (1984).
( ) Oregon v. Elstad, 470 U.S. 298 (1985).
( ) Rhode Island v. Innis, 446 u.s. 291 (1980).
( ) Edwards v. Arizona, 451 U.S. 477 (1981).
( ) Dickerson v. United States, 530 U.S. 428 (2000). デ ィ カ ソ ン 判 決 に つ き 詳 し く は 、 小 早 川 義 則 「 米 連 邦 最 高 裁 ミ
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